
｢
天
和
三
年
就
日
光
御
修
復
被
仰
渡
覚
帳
｣
と
若
干
の
問
題

(
上
)

-

新
史
料

の
紹
介
を
か
ね
て

-

長

谷

川

成

一

は

じ

め

に

天
和
三
年

(
〓
ハ
八
三
)
閏
五
月
二
十
六
日
'
津
軽
藩
江
戸
屋
敷
に
藩
主
登

城
の
切
紙
が
届
け
ら
れ
'
翌
二
十
七
日
'
江
戸
城
に
お
い
て
津
軽
藩
四
代
藩
主

津
軽
信
政
は
陸
奥
国
二
本
松
の
藩
主
丹
羽
長
次
ら
四
名
と
と
も
に
日
光
東
照
宮

の
普
請
役
を
下
命
さ
れ
た
｡
本
稿
で
は
'
こ
の
普
請
役
に
関
す
る
津
軽
藩
の
動

向
を
克
明
に
記
し
た

｢
天
和
三
年
就
日
光
御
修
復
被
仰
渡
覚
帳

｣
を
翻
刻
L
t

そ
れ
に
加
え
て
同
史
料
を
基
幹
と
し
た
'
当
該
普
請
役
の
関
係
史
料
を
筆
者
が

編
纂

･
集
成
し
て
'
大
方
の
利
用
に
供
し
た
い
と
考
え
る
｡

な
お
紙
幅
の
関
係
か
ら
'
本
報
告
書
に
お
い
て
は
右
史
料
の
約
三
分
の

一
を

収
載
す
る
に
と
ど
ま

っ
た
こ
と
'
ま
た
天
和
三
年
の
日
光
山
東
照
宮
普
請
役
に

つ
い
て
の
右
史
料
に
基
づ
い
た
新
た
な
歴
史
的
意
義
付
け
な
ど
に
つ
い
て
の
考

察
は
割
愛
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
こ
と
を
'
あ
ら
か
じ
め
御
断
り
し
て
お
き
た

lヽ
o
I.∨

補
注

従
来
の
研
究
史
に
お
い
て
'
当
該
普
請
役
に
つ
い
て
は
'
長
谷
川
成
一
編

『
津
軽
藩
の
基
礎
的
研
究
』

(国
書
刊
行
会

f
九
八
四
年
)
所
収
の
拙
稿

｢
北
方
辺
境
藩
研
究
序
説
｣
二
三
～
二
六
頁
が
唯
一
の
言
及
で
あ
る
の
で
､

是
非
参
照
さ
れ
た
い
｡

｢

｢
天
和
三
年
就
日
光
御
修
復
被
仰
渡
覚
帳

｣
に
つ
い
て

｢
天
和
三
年
就
日
光
御
修
復
被
仰
渡
覚
帳

｣
は
'
弘
前
市
立
弘
前
図
書
館
の

所
蔵
に
か
か
る
も
の
で
あ

っ
て
'
天
和
三
年
の
時
点
か
ら
そ
う
遠
く
な
い
時
期

に
作
成
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
｡
天
和
三
年
の
日
光
東
照
宮
の
普
請
修
復

工
事
は
'
あ
と
で
詳
し
-
述
べ
る
こ
と
に
な
る
が
'
普
請
役
の
下
達
が
前
述
の

ご
と
-
閏
五
月
二
十
七
日
で
あ
っ
て
'
工
事
が
終
了
し
て
津
軽
藩
の
家
臣
や
そ

の
他
普
請
に
参
加
し
た
大
名
の
家
臣
に
対
し
て
'
江
戸
城
に
お
い
て
褒
賞
が
お

こ
な
わ
れ
た
の
が
同
年
十
二
月
二
日
の
こ
と
で
あ

っ
た
の
で
'
正
味
約
半
年
間

の
工
事
で
あ

っ
た
｡
こ
の
普
請
に
関
し
て
実
際
の
工
事
は
勿
論
の
こ
と
な
が
ら
'

そ
れ
に
ま
つ
わ
る
様
々
な
作
業
が
お
こ
な
わ
れ
た
の
は
当
然
で
あ

っ
て
'
そ
の

十
九
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一
環
と
し
て
工
事
の
開
始
か
ら
終
了
に
い
た
る
ま
で
各
方
面
で
交
わ
さ
れ
た
'

色
々
な
関
係
文
書
を
保
存
し
記
録
す
る
こ
と
も
実
施
さ
れ
た
｡

｢
天
和
三
年
就

日
光
御
修
復
被
仰
渡
覚
帳

｣
は
'
普
請
の
下
命
か
ら
工
事
の
期
間
中
の
'
公
儀

す
な
わ
ち
幕
府
老
中
並
び
に
幕
府
役
人
か
ら
伝
達
さ
れ
た
各
文
書
を
集
成
し
た

も
の
で
､
日
並
み
に
下
達
文
書
を
収
録
し
'
貞
享
元
年

(
一
六
八
四
)
三
月
二

十
九
日
惣
普
請
奉
行
松
平
正
信
の
家
臣
西
山
治
五
右
衛
門
か
ら
の
日
光
山
普
請

に
お
け
る
扶
持
万
に
関
す
る
書
状
を
収
め
て
'
同
史
料
を
締
め
括
っ
て
い
る
｡
す

な
わ
ち
幕
府
か
ら
津
軽
藩
の
江
戸
屋
敷
並
び
に
日
光
の
普
請
現
場
に
お
け
る
下

達
文
書
を
日
並
み
に
配
列
し
た
'
い
わ
ゆ
る
｢
御
用
留
帳

｣
と
も
称
し
得
る
史

料
で
あ
る
｡

と
こ
ろ
で
'

｢
弘
前
藩
庁
日
記
御
国
日
記

｣

(以
後
'
当
史
料
を

｢
津
軽
藩

国
日
記

｣
と
略
記
す
る
)
貞
享
二
年

(
7
六
八
五
)
十

一
月
朔
日
の
条
に
つ
ぎ

の
よ
う
に
見
え
る
｡

一
'
従
江
戸
日
光
御
帳
面
下
僕

二
付
相
改
'
夫
々
相
渡
申
目
録
左
記
2
'

二

日
光
山
御
宮
御
修
覆
御
勘
定
帳

7
冊

1
'
被
仰
渡
覚
帳

1
冊

二

両
度
御
登
山
日
記

一
冊

一
'
御
会
所
留
帳

一
冊

一
'
諸
色
留
帳

一
冊

二

五
年
寄
合
帳

一
冊

1
.
諸
色
覚
帳

7
冊

一
'
日
記

一
冊

二
十

1
'
御
要
用
目
録

t
冊

1
'
御
普
請
諸
道
臭
覚
帳

7
冊

一
'
御
普
請
諸
道
具
井
衣
類
之
帳

一
冊

一
'
窺
之
覚
帳

一
冊

一
'
日
光
山
御
普
請
入
札
帳

二
拾
五
冊

列

二
目
録
壱
本

右
の
史
料
に
見
え
る
よ
う
に
'
日
光
東
照
宮
の
普
請
工
事
が
終
了
し
て
か
ら

二
年
後
'
江
戸
の
藩
邸
よ
-
国
許
の
弘
前

へ
'

｢
日
光
御
帳
面

｣
と
称
す
る
'

大
量
の
日
光
東
照
宮
普
請
役
に
関
す
る
記
録
類
が
送
達
さ
れ
て
き
た
｡
そ
の
な

か
に
｢
被
仰
渡
覚
帳
｣

と
あ
る
の
が
'
本
稿
で
取
り
上
げ
る
｢
天
和
三
年
就
日

光
御
修
復
被
仰
渡
覚
帳

｣
と
見
な
し
て
差
し
支
え
な
い
と
思
わ
れ
る
｡
こ
の
ほ

か
の
帳
簿
類
に
つ
い
て
は
'
藩
主
津
軽
信
政
が
日
光

へ
赴
い
た

1
件
史
料
で
あ

る
｢
両
度
御
登
山
日
記
｣

(弘
前
図
書
館
蔵
'
正
式
の
史
料
名
は
'

｢
就
日
光

御
修
復
両
度
御
登
山
日
記

｣
と
い
う
)
を
除
け
ば
'
残
念
な
が
ら
管
見
の
限
-

で
は
現
物
が
残
存
し
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
｡
従
っ
て
そ
の
意

味
か
ら
も
当
史
料
は
成
立
年
が
ほ
ぼ
判
明
し
て
い
る
こ
と
'
十
七
世
紀
の
後
半

に
あ

っ
て
そ
の
存
在
が
確
実
な
史
料
で
確
認
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
'

膨
大
な
帳
簿
類
の
な
か
で
僅
か
に
当
時
の
状
況
を
現
在
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き

る
数
少
な
い
史
料
で
あ
る
こ
と
'
以
上
の
三
つ
の
観
点
か
ら
し
て
貴
重
で
あ
る

と
言
え
よ
う
｡

｢
天
和
三
年
就
日
光
御
修
復
被
仰
渡
覚
帳

｣
の
'
津
軽
藩
に
関
す
る
史
料
に

お
い
て
は
以
上
の
よ
う
な
位
置
付
け
が
な
さ
れ
る
が
t
は
か
の
地
域
に
お
け
る
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現
存
史
料
と
の
関
連
に
あ
っ
て
は
'
如
何
な
る
価
値
を
有
す
る
で
あ
ろ
う
か
｡

近
年
'
栃
木
県
日
光
市
に
お
い
て
は
市
史
の
編
纂
が
お
こ
な
わ
れ
､

一
九
七
九

年
に
は
『
日
光
市
史

』
中
巻

(日
光
市
)
通
史
編
が
刊
行
さ
れ
た
｡
こ
の
通
史

編
の
後
に
､

一
九
八
六
年
､
同
書
史
料
編
の
中
巻
が
刊
行
さ
れ
た
が
､
東
照
宮

の
造
営

･
修
復
の
章
に
は
寛
永
十
九
年

(
一
六
四
二
)
の
｢
日
光
山
東
照
宮
造

営
帳

｣
の
ほ
か
に
延
宇
元
年

(
一
七
四
四
)
の
修
復
御
手
伝
い
関
係
の

一
件
史

料
し
か
収
録
し
て
お
ら
ず
､
通
史
編
に
は
天
和
三
年
の
修
復
工
事
に
関
す
る
記

述
は
あ
る
も
の
の
､
本
稿
で
紹
介
す
る
｢
天
和
三
年
就
日
光
御
修
復
被
仰
渡
覚

帳
｣
以
外
に
､
史
料
と
し
て
掲
載
し
て
い
る
も
の
は
『
日
光
市
史

』
に
あ
っ
て

は
見
当
た
ら
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
｡
こ
れ
は
近
世
の
史
料
が
膨
大
で
あ
る
た

め
'
地
方
史
の
編
纂
に
あ
っ
て
全
て
を
史
料
編
に
収
録
す
る
の
が
事
実
上
不
可

能
な
こ
と
で
も
あ
り
､
致
し
方
の
な
い
も
の
と
考
え
る
｡
但
し
通
史
編
に
お
い

て
は
'
こ
の
天
和
三
年
の
東
照
宮
修
復
工
事
に
つ
い
て
の
ほ
と
ん
ど
が
､
｢
徳

川
実
紀

｣
な
ど
の
後
世
の
編
纂
物
に
依
拠
し
た
記
述
に
な
っ
て
い
る
の
が
気
に

か
か
る
と
こ
ろ
で
あ
る
｡

津
軽
藩
と
と
も
に
同
じ
-
日
光
山
東
照
宮
修
復
の
助
役
を
命
じ
ら
れ
た
ほ
か

の
大
名
に
つ
い
て
み
て
み
る
と
､
丹
羽
長
次
と
内
藤
義
泰
は
現
在
の
福
島
県
二

本
松
市
と
同
県
い
わ
き
市
に
城
地
を
も

つ
大
名
で
あ
る
が
､
『
福
島
県
史

』
第

八
巻
史
料
編
三

(臨
川
書
店

一
九
八
六
年
復
刻
)

･
同
書
第
十
巻
上
史
料
編

五
上

(同
前
)
に
お
い
て
は
､
両
藩
の
藩
政
関
係
史
料
は
収
録
さ
れ
て
い
て
も
'

こ
の
天
和
三
年
の
日
光
山
東
照
宮
修
復
の
普
請
役
に
つ
い
て
は
ま
っ
た
-
関
係

史
料
を
収
載
し
て
い
な
い
｡
つ
い
で
出
羽
国
新
庄
の
戸
沢
氏
に
つ
い
て
も
同
様

で
'
『
山
形
県
史
』
第
二
巻
近
世
編
上

(山
形
県

1
九
八
六
年
)
に
あ
っ
て
､

新
庄
藩
の
藩
政
に
つ
い
て
の
記
事
は
あ
っ
て
も
､
天
和
の
普
請
役
に
つ
い
て
は

な
ん
ら
説
明
す
る
と
こ
ろ
は
見
当
た
ら
な
か
っ
た
｡

真
田
氏
松
代
藩
に
お
い
て
は
､
現
在
国
立
史
料
館
に
同
藩
の
藩
庁
史
料
が
架

蔵
さ
れ
て
い
る
｡
同
館
よ
り
､
『
史
料
館
所
蔵
史
料
目
録
』
と
し
て
第
二
十
八

集

(国
立
史
料
館

1
九
七
八
年
)
､
第
三
十
七
集

(同

7
九
八
三
年
)
及
び
､

第
四
十
集

(同

一
九
八
五
年
)
と
三
回
に
分
け
て
同
藩
の
史
料
目
録
が
刊
行

さ
れ
'
そ
の
全
貌
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
た
｡
第
二
十
八
集
と
第
三
十
七
集
に

は
'

｢
御
手
伝

｣
の
項
に
普
請
役
に
関
す
る
史
料
が
分
類
さ
れ
て
い
る
が
､

い

ず
れ
も
天
保
四
年

(
一
八
三
三
)
久
能
山
御
宮
修
復
に
関
す
る
史
料
で
あ
っ
て
'

天
和
三
年
の
日
光
山
東
照
宮
普
請
役
に
関
す
る
史
料
は
架
蔵
さ
れ
て
い
な
い
模

様
で
あ
る
｡

以
上
､
助
役
を
下
命
さ
れ
た
各
大
名
家
の
史
料
の
残
存
状
況
を
調
査
し
た
と

こ
ろ
､
当
天
和
三
年
の
日
光
山
東
照
宮
普
請
役
を
詳
細
に
記
録
し
た
直
接
的
な

史
料
は
､
津
軽
家
を
除
い
た
地
の
大
名
家
に
は
現
存
し
て
お
ら
ず
､
そ
の
点
で

も
｢
天
和
三
年
就
日
光
御
修
復
被
仰
渡
覚
帳

｣
は
､
興
味
尽
き
な
い
史
料
で
あ

る
と
言
え
よ
う
｡
も
う

一
つ
付
け
加
え
る
な
ら
ば
､
土
木
史

･
災
害
復
旧
史
の

分
野
で
も
こ
の
史
料
は
検
討
に
値
す
る
材
料
を
提
供
す
る
と
考
え
ら
れ
る
｡
と

い
う
の
は
'
そ
も
そ
も
こ
の
普
請
役
は
天
和
の
大
地
震
の
後
の
復
旧
工
事
と
し

て
実
施
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
､
普
請
に
用
い
る
材
木

･
石
材
な
ど
の
寸
法

や
種
類
が
事
細
か
に
指
定
さ
れ
て
い
る
ば
か
り
で
な
く
'
当
時
の
工
法
に
も
言

及
し
て
い
る
箇
所
が
見
え
る
こ

と
か
ら
､
技
術
的
に
も
多
-
の
示
唆
を
与
え
る

二
十

一
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も
の
と
推
察
さ
れ
る
｡

寛
永

二
十
年

正
保
二
年

相
輪
塔
造
営

東
照
宮
石
垣
修
築

二
㌧

天
和
三
年
日
光
山
東
照
宮
普
計
役
の
概
要

周
知
の
ご
と
-
近
世
に
お
け
る
日
光
東
照
宮
は
'
元
和
二
年

(
一
六

一
六
)

四
月
十
七
日
'
大
御
所
徳
川
家
康
が
駿
府
で
乗
じ
る
と
'
い
っ
た
ん
は
久
龍
山

に
葬
ら
れ
'
翌
三
年
の
四
月

1
周
忌
を
画
し
て
日
光
山
に
改
葬
さ
れ
東
照
社
と

し
て
鎮
座
し
た

(元
寛
日
録
)
の
を
も

っ
て
そ
の
創
建
と
見
な
し
え
よ
う
｡
こ

れ
を
元
和
束
照
社
と
称
し
て
い
る
｡

つ
ぎ
に
寛
永

の
大
造
膏
と
呼
ば
れ
る
大
規

模
な
増
改
築
工
事
が
'
三
代
将
軍
徳
川
家
光
の
手
に
よ

っ
て
実
施
に
移
さ
れ
た

の
は
'
寛
永
十

1
年

(
〓
ハ
三
四
)
の
こ
と
で
あ

っ
た
.
こ
れ
は
徳
川
家
康
の

二
十

一
回
忌
の
神
忌
を
営
む

こ
と
を
想
定
し
て
着
手
さ
れ
た
も
の
で
'
二
年
後

の
寛
永
十
三
年
が
そ
れ
に
当
た

っ
た

(寛
明
日
記
)
｡
こ
の
造
香
に
よ
っ
て
元

和
の
東
照
社
は
ほ
と
ん
ど
そ
の
形
態
が
な
く
な
り
'
現
在
の
東
照
宮
の
諸
堂
社

が
は
ば
こ
の
造
香
に
よ

っ
て
建
て
揃

っ
た
の
で
あ

っ
た
｡

こ
の
後
'
天
和
三
年
の
普
請
役
に
い
た
る
期
間
に
お
こ
な
わ
れ
た
'
主
要
な

日
光
東
照
宮
の
御
手
伝
い
普
請
を
'
実
施
年

･
普
請
箇
所

･
御
手
伝
い
大
名
に

分
け
て
列
挙
す
れ
ば
'

つ
ぎ
の
よ
う
に
な
る
｡

寛
永
十
五
年

東
照
宮
坊
舎
再
造

奥
平
忠
昌

寛
永
十
八
年

廟
堂
改
造
諸
堂
修
理

奥
平
忠
昌

那
須
資
重

大
田

原
政
清

芦
野
資
泰

福
原
資

盛

慶
安
二
年

三
仏
堂
造
営

慶
安
二
年

慶
安
二
年

慶
安
四
年

日
光
旅
館
造
営

石
垣
修
築
な
ど

家
光
廟
造
営

二
十
二

奥
平
思
昌

松
平
光
長

有
馬
忠
頼

黒
田

忠
之

奥
平
鹿
昌

大
田
原
政
清

大
田
原
増
清

芦
野
資
俊

那
須
資
景

大
関

高
増

福
原
資
盛

大
田
原
政

継牧
野
忠
成

内
藤
忠
興

有
馬
忠
頼

奥
平
忠
昌

保
科
正
之

土
井
利
隆

松
平

光
通

松
平
昌
勝

松
平
昌
親
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松
平
直
良

本
多
重
能

藤
堂

承
応
三
年

明
暦
二
年

万
治
二
年

万
治
二
年

東
照
宮
銅
瓦
改
造

三
仏
堂
修
理

東
照
宮
神
橋
な
ど
修
理

日
光
行
殿
造
構

万
治
二
年

寛
文
四
年

天
和
三
年

今
市
行
殿
造
構

東
照
宮
修
理

東
照
宮
諸
堂
社
本
坊

高

次
奥
平
忠
昌

奥
平
鹿
昌

奥
平
忠
昌

堀
親
昌

大
関
高
増

大
田
原

政
清

那
須
資
祇

福
原
資
盛

芦
野
資
俊

大
田
原
政
継

堀
親
昌

大
関
増
周

内
藤
忠
興

丹
羽
長
次

内
藤
義
泰

津
軽



石
垣
修
理

信
政

戸
沢
正
誠

真
田
幸
遺

※
善
積
美
恵
子

｢
手
伝
普
請

一
覧
表
｣

(
『
学
習
院
大
学
文
学
部
研
究
年
報
』

十
五

一
九
六
八
年
)
社
寺

･
日
光
山
の
表
を
参
考
に
し
た
｡

こ
れ
ら
の
普
請
に
参
加
し
た
の
は
'
お
お
む
ね
日
光
と
所
領
が
近
接
し
て
い

る
下
野
宇
都
宮
城
主
奥
平
氏
と
'
那
須
氏

･
大
田
原
氏

･
福
原
氏
な
ど
の
那
須

衆
で
あ
る
こ
と
に
気
が
つ
か
れ
る
で
あ
ろ
う
｡
那
須
衆
は
小
大
名
と
万
石
以
下

の
交
代
寄
合
で
あ
り
'
彼
等
は
大
名
に
準
じ
て
参
観
交
代
を
お
こ
な
い
'
普
請

役
も
賦
課
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
｡
こ
の
ほ
か
下
野
国
以
外
で
は
常
陸

･
上
野
国

の
大
名
で
'
下
野
に
近
接
し
た
者
達
が
御
手
伝
い
を
命
じ
ら
れ
て
い
る
｡
ま
た

慶
安
四
年
の
家
光
廟

(大
猷
廟
)
造
営
に
際
し
て
は
'
保
科
正
之
ほ
か
当
時
の

幕
閣
が
普
請
を
担
当
し
て
お
り
'
そ
の
点
に
お
い
て
は
'
慶
安
の
造
営
は
若
干

例
外
と
も
言
え
る
も
の
で
､
寛
永
の
大
造
香
が
幕
府
自
身
の
手
で
'
換
言
す
れ

ば
ほ
か
の
外
様
大
名

へ
御
手
伝
い
を
命
じ
る
こ
と
な
-
実
施
し
た
の
と
'
あ
る

い
は
類
似
の
ケ
ー
ス
で
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
｡
そ
れ
に
し
て
も
天
和
三
年

の
東
照
宮
諸
堂
社
本
坊

･
石
垣
修
理
は
'
従
来
の
日
光
東
照
宮
修
築
に
は
見
ら

れ
な
い
遠
方
の
大
名
に
普
請
役
を
賦
課
し
て
お
-
'
新
た
な
先
例
を
切
-
開
い

た
も
の
で
あ
っ
た
｡

天
和
三
年
四
月
五
日
'
日
光
山
に
地
震
が
あ
-
'
つ
い
で
五
月
十
七
日
の
大

地
震
'
同
月
二
十
三
日

･
二
十
四
日
の
大
地
震
に
よ
っ
て
'
東
照
宮
'
御
殿

･

本
坊
の
石
垣
な
ど
山
中
の
石
垣
が
崩
壊
し
た

(
『
新
収
日
本
地
震
史
料
』
第
二

巻

東
京
大
学
地
震
研
究
所

1
九
八
二
年

四

1
四

～
四
二
四
貢
)
｡
幕
府

は
'
こ
の
間
に
上
使
を
派
遣
し
て
日
光
山
中
の
被
害
を
検
分
L
t
そ
の
再
建
を

検
討
し
た
｡
そ
の
結
果
'
閏
五
月
六
日
'
奏
者
番
松
平
正
信

･
使
番
保
田
宗
郷

･
山
下
昌
勝
が
日
光
山
地
震
後
の
修
復
奉
行
を
命
じ
ら
れ
た
｡
つ
い
で
大
工
頭

･
大
工
棟
梁
な
ど
が
日
光
に
赴
い
て
現
地
の
状
況
を
把
握
L
t
東
照
宮
な
ど
の

1
連
の
被
害
の
復
旧
を
図
る
こ
と
に
決
し
た
の
で
あ
っ
た
(前
掲
『
日
光
市
史
』

中
巻

通
史
編

四
三

一
･
四
三
二
貢
)
0

閏
五
月
二
十
七
日
'
日
光
山
修
復
助
役
の
大
名
が
決
定
し
'
御
宮
は
陸
奥
国

二
本
松
丹
羽
長
次
'
同
国
磐
城
平
内
藤
義
春
'
同
国
弘
前
津
軽
信
政
が
'
仏
殿

(大
猷
廟
)

･
大
師
堂

･
本
坊
は
信
濃
国
松
代
真
田
幸
道
'
出
羽
国
新
庄
戸
沢

正
誠
が
修
復
工
事
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
｡
助
役
大
名
は
右
の
通
-
で
あ

っ
て
'

｢
東
照
宮
修
営
年
録

｣

(
『
日
光
叢
書
社
家
御
番
所
日
記
』
十
六

日

光
東
照
宮
社
務
所

一
九
七
六
年

六
七
六
貢
)
に
よ
れ
ば
'
幕
府
側
か
ら
は

奏
者
番
松
平
正
信
を
惣
普
請
奉
行
と
し
て
次
の
人
々
が
普
請
に
参
加
し
'
工
事

の
監
督
に
あ
た
っ
た
｡

一
'
天
和
三
乗
亥
年
'
大
地
震

二
付
'

御
宮

御
堂
御
修
営
'

奥
院
御
宝
塔
唐
銅
御
建
立
'

惣
御
奉
行
松
平
備
前
守
正
信

掛
り
保
田
美
濃
守
宗
郷

山
下
信
濃
守
昌
勝

御
大
工
頭

鈴
木
長
兵
衛

荻
原
七
郎
兵
衛

二
十
三

(268)



五
月
廿
六
日
着
'

九
月
廿
二
日
着
'

十

一
月
朔
日
着
'

十

一
月
着
'

御
被
官円
山
清
左
衛
門

坂
本
三
郎
兵
衛

大
石
忠
左
衛
門

地
震
上
使
堀
田
対
馬
守

御
普
請
上
使

阿
部
豊
後
守

同
断
堀
田
下
総
守

御
宝
塔
御
供
養
'寺

社
奉
行
板
倉
伊
予
守
重
形

御
宮
方

御
手
伝丹
羽
若
狭
守

内
藤
左
京
亮

津
軽
越
中
守

御
霊
星
井
御
本
坊

御
手
伝真
田
伊
豆
守

戸
沢
能
登
守

(
マ
､
)

日
光
奉
行
梶
左
兵
衛
佐
定
良

御
大
工
鶴

飛
騨

遷
宮
御
用
'

鋳
工椎
名
伊
予

御
代
官
市
川
孫
右
衛
門

樋
口
又
兵
衛

六
月
末
に
は
普
請
が
開
始
さ
れ
'
工
事
は
順
調
に
進
む
か
に
見
え
た
が
'
九

月
朔
日
ま
た
大
地
震
が
日
光
を
襲
い
'
ほ
と
ん
ど
完
成
に
ち
か
づ
い
て
い
た
普

請
の
う
ち
'
御
宮

･
本
堂
を
除
-
惣
石
垣
が
全
て
崩
落
し
た

(前
掲

『
新
収
日

本
地
震
史
料
』
第
二
巻

四
二
五

～
四
三
〇
貢
)
｡
幕
府
は
早
速
再
修
理
を
各

大
名
に
命
じ
'
十

一
月
初
旬
に
は
'
こ
れ
ら
の
工
事
が
終
了
し
て
'
宝
塔
供
養

や
安
鎮
修
法
が
実
施
さ
れ
'
日
光
に
お
け
る
大
地
震
の
修
築
は
こ
こ
に
成

っ
た

の
で
あ

っ
た
｡
同
月
二
十

一
日
'
工
事
に
携
わ
っ
た
幕
府
役
人
へ
の
褒
賞
と
'

助
役
大
名
の
拝
謁
が
許
さ
れ
'
翌
十
二
月
二
日
'
助
役
大
名
の
家
臣
に
対
し
て

褒
美
が
下
賜
さ
れ
て
当
該
普
請
役
は
終
了
し
た

(前
掲

『
日
光
市
史
』
中
巻

通
史
編

四
三
三

･
四
三
四
貢
)
0
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三
㌧
天
和
三
年
日
光
山
東
照
宮
普
請
役
に
関
す
る
史
料
集
成

天
和
三
年
の
日
光
山
東
照
宮
普
請
役
の
概
要
は
前
節
で
述
べ
た
通
り
で
あ
っ

て
'
本
節
で
は
'
次
の
凡
例
を
も

っ
て
'

｢
天
和
三
年
就
日
光
御
修
復
被
仰
渡

覚
帳

｣
の
翻
刻
と
'
そ
れ
を
ベ
ー
ス
と
し
た
当
該
普
請
役
の
関
係
史
料
を
編
纂

･
集
成
す
る
こ
と
に
す
る
｡



凡

例

収
録
に
あ
た
っ
て
は
'
原
典
に
忠
実
で
あ
る
こ
と
を
基
本
と
L
t
形
式
も

原
典
に
な
ら
う
よ
う
に
務
め
た
｡
た
だ
し
'
編
纂
の
都
合
に
よ
り
'
次
の
よ

う
に
取
り
扱

っ
た
｡

1
.
全
文
に
'
適
宜
読
点
と
並
列
点
を
施
し
た
.

一
'
原
典
中
の
漢
字
で
常
用
漢
字
に
あ
る
も
の
は
'
原
則
と
し
て
常
用
漢
字

を
使
用
し
た
｡

一
'
変
体
仮
名
と
合
字
は
通
用
の
ひ
ら
が
な
に
改
め
た
｡

一
'
欠
字

･
平
出

･
指
頭
の
箇
所
は
'
通
常
の
文
体
に
改
め
た
｡

一
'
*
を
付
し
た
箇
所
は
'

｢
天
和
三
年
就
日
光
御
修
復
被
仰
渡
覚
帳

｣
に

は
な
-
'
研
究
の
利
便
を
勘
案
し
て
編
者
が
新
た
に
加
え
た
史
料
で
あ
る
｡

二

*
を
付
し
た
史
料
は
'

『
徳
川
実
紀
』
第
五
編

第
四
十
二
巻

(吉
川

弘
文
館

一
九
六
五
年
)
を
除
き
'
全
て
弘
前
図
書
館
の
所
蔵
に
か
か
る

も
の
で
あ
り
'
史
料
名
は
｢
津
軽
藩
江
戸
日
記

｣
'

｢
津
軽
藩
国
日
記

｣

と
し
た
｡

堀
伝
左
衛
門

従
閏
五
月
廿
六
日
至
干
貞
享
元
甲
子
年
三
月
廿
九
日

於
江
戸
井
日
光
被
仰
渡
之
覚

目
録

一
'
以
御
奉
書
殿
様
被
遊
御
登
城
日
光
御
修
復
御
手
伝
被
仰
渡
侯
事
､

1
.
就
日
光
御
修
復
以
御
黒
印
被
仰
渡
候
事
'

7
.
日
光
御
修
復
三
御
奉
行
様
御
覚
書
井
以
御
口
上
被
仰
渡
候
品
々
之
事
'

付
御
差
図
井
御
役
人
被
申
渡
候
事
'

右
月
日
之
傾
次
第
記
之
'

於
江
戸
被
仰
渡
之
覚

天
和
三
突
亥
年

閏
五
月
廿
六
日

一
'
今
日
未
申
刻
'
大
久
保
加
賀
守
様

･
阿
部
豊
後
守
様

･
戸
田
山
城
守
様
御

連
署
之
御
切
紙
参
候
'
衡
文
言
之
趣
'

御
用
之
儀
有
之
侯
間
'
明
日
四
時
可
有
登
城
侯
'
以
上
'
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(表
紙
)

(縦
二
九

･
七
×
横
二

1
･
二
eS
)

閏
五
月
廿
六
日

天
和
三
突
亥
年

就
日
光
御
修
復

被
仰
渡
覚
帳

津
軽
玄
蕃

田
村
藤
太
夫

津
軽
越
中
守
殿

戸
田
山
城
守

阿
部
豊
後
守

大
久
保
加
賀
守

右
之
御
講

御
切
紙
拝
見
仕
侯
'
御
用
之
儀
御
座
候
間
'
明
日
四
時
可
致
登
城
之
旨
'

二
十
五



畏
奉
存
侯
'
右
之
節
他
出
仕
御
講
罷
成
延
引
侯
'
恐
憧
謹
言
'

津
軽
越
中
守

閏
五
月
廿
六
日

御
名
乗
御
判

大
加
賀
守
様

阿
豊
後
守
様

戸
山
城
守
様御

報
人
々
御
中

右
之
御
請
於
那
須
遠
江
守
様
御
下
屋
敷
相
認
'
御
月
番
阿
部
豊
後
守
様

へ
御
聞

役
小
川
貞
右
衛
門
持
参
差
上
之
'

*

〔
津
軽
藩
江
戸
日
記

〕
天
和
三
年
閏
五
月
二
十
六
日
条

一
'
申
后
刻
'
御
老
中
様
大
久
保
加
賀
守
様

･
戸
田
山
城
守
様

･
阿
部
豊
後
守

様
よ
り
御
奉
書
到
来
'
則
御
講
被
遊
侯
御
使
者
大
原
弥
大
夫
殿
'

右
は
明
廿
七
日
御
用
之
義
有
之
侯
間
'
四
時
御
登
城
可
被
成
と
之
御
文
言

也
'

役
高
七
万
石

役
高
五
万
石

役
高
三
万
石

御
仏
殿
井
御
殿
大
師
堂

役
高
七
万
石

役
高
五
万
石

以
上
t

丹
羽
若
狭
守

内
藤
左
京
亮

津
軽
越
中
守

真
田
伊
豆
守

戸
沢
能
登
守

殿
様
従
御
城
直

二
堀
田
筑
前
守
様

･
大
久
保
加
賀
守
様

･
阿
部
豊
後
守
様

･
戸

田
山
城
守
様

･
牧
野
備
後
守
様

へ
御
出
'
巳
中
刻
被
遊
御
帰
候
'

*

〔
津
軽
藩
江
戸
日
記

〕
天
和
三
月
閏
五
月
二
十
七
日
条

一
'
右
日
光
御
普
請
御
手
伝
被
仰
付
侯

二
付
'
御
国
元

へ
早
飛
脚
被
遺
之
'
本

多
安
郎
左
衛
門
組
三
浦
長
介

･
成
田
七
郎
右
衛
門
組
晴
山
久
右
衛
門
'
明

日
よ
り
道
中
八
日
ふ
り

こ
申
付
ル
'
委
細
御
用
状
控

二
有
之
'

日
光
御
修
覆
御
手
伝
之
覚

御
宮
井
本
坊

(265)

閏
五
月
廿
七
日

一
'
今
日
辰
刻
御
登
城
被
遊
侠
之
処
'
御
老
中
様
被
仰
渡
侯
者
'
今
度
日
光
御

宮
井
御
本
坊
御
修
復
御
手
伝
被
仰
付
侯
旨
被
仰
渡
侯
'

一
'
右
之
節
日
光
御
修
復
御
手
伝
之
御
同
役
井
御
役
高
之
御
書
付
'
左

二
記
2
'

日
光
御
修
復
御
手
伝
之
覚

御
宮
井
本
坊

役
高
七
万
石

役
高
五
万
石

役
高
三
万
石

御
仏
殿
井
御
殿
大
師
堂

役
高
七
万
石

役
高
五
万
石

丹
羽
若
狭
守

内
藤
左
京
亮

津
軽
越
中
守

真
田
伊
豆
守

戸
沢
能
登
守



*

〔
徳
川
実
紀

〕
第
四
十
二
巻

天
和
三
年
間
五
月
二
十
七
日
条

目
光
山
修
理
の
助
役
命
ぜ
ら
る
｡
本
坊
は
丹
羽
若
狭
守
長
次
｡
内
藤
左
京
亮

義
泰
｡
津
軽
越
中
守
信
政
｡
仏
殿
｡
大
師
堂
は
真
田
伊
豆
守
幸
道
｡
戸
沢
能

登
守
正
誠
な
り
｡

閏
五
月
廿
八
日

1
.
今
日
未
下
刻
大
久
保
加
賀
守
様

へ
御
聞
役
戸
沢
弥
五
兵
衛
被
遺
侯
処
'
加

賀
守
様
申
中
刻
従
御
城
御
退
出
'
使
者
之
間

へ
御
出
､
弥
五
兵
衛

二
被
欄

間
侯
者
'
今
度
日
光
御
用

二
付
彼
地

へ
御
引
越
可
被
成
様

二
御
手
伝
万
何

も
可
被
思
召
候
得
共
'
左
様

二
は
無
御
座
候
'
奉
行
人
井
人
足
等
被
遥
丁

場
御
請
取
せ
､
御
普
請
中
四

･
五
日
之
御
逗
留

二
而
両
度
程
御
越
被
成
'

御
見
廻
り
御
帰
被
成
義

二
狙
座
候
間
'
左
様

二
御
心
得
可
被
成
之
由
'
御

直

二
被
仰
渡
候
'

津
軽
越
中
守
様

右
御
返
報

御
切
紙
致
拝
見
候
'
日
光
御
用
之
儀
被
仰
渡
侯
間
'
明
七
日
五
過
備
前
守

殿
御
宅
迄
家
来
壱
人
差
越
可
中
之
旨
得
其
意
存
侯
'
以
上
'

津
軽
越
中
守

六
月
六
日

松
平
備
前
守
様

保
田
甚
兵
衛
様

山
下
五
郎
右
衛
門
様

六
月
六
日

一
'
殿
様

へ
日
光
御
普
請
三
御
奉
行
松
平
備
前
守
様

･
保
田
甚
兵
衛
様

.
山
下

五
郎
右
衛
門
様
よ
り
御
切
紙
参
候
'
左

二
記
之
'

日
光
御
用
之
儀
可
申
渡
侯
間
'
明
七
日
五
過
備
前
守
宅
へ
御
家
来
壱
人

可
被
差
越
候
'
以
上
'

六
月
六
日

山
下
五
郎
右
衛
門

保
田
甚
兵
衛

松
平
備
前
守

六
月
七
日

一
'
従
三
御
奉
行
様
昨
日
被
仰
越
侯

二
付
'
今
日
松
平
備
前
守
様
御
宅

へ
田
村

藤
大
夫
被
遥
侯
処
'
日
光
御
普
請
御
用
之
御
書
付
三
通
御
渡
被
成
侯
､
左

二
記
之
'

小
屋
場
之
覚

一
㌧
御
宮
方

丹
羽
若
狭
守

内
藤
左
京
亮

津
軽
越
中
守

右
之
面
々
へ
は
鉢
石
裏
西
東

二
而
可
相
渡
事
'

(264)

一
'
御
堂
方

真
田
伊
豆
守

戸
沢
能
登
守



右
之
面
々
へ
は
六
供
之
辺

二
而
可
相
渡
事
'

以
上
'

御
手
伝
万
家
来
之
覚

一
'
家
老

一
'
本
〆
役

一
'
御
普
請
方
奉
行

以
上
､

弐 弐 壱
人 人 人

覚

一
'
御
廟
廻
へ
罷
出
侯
役
人
足
は
軽
対
之
衣
類
不
苦
侯
､
其
外
之
御
普
請

場

へ
出
侯
人
足
は
合
印
計
付
侯
之
様
可
被
致
事
'

一
'
御
普
請
丁
場
割
之
義
は
'
追
而
委
細
可
申
渡
事
'

一
'
役
人
足
小
屋
場
之
儀
於
日
光
山
口
思
兵
衛
御
被
宮
之
者
可
相
渡
侯
間
'

可
被
得
其
意
侯
'
小
屋
愚
等
之
儀
軽
可
被
申
付
事
'

一
'
小
屋
場
所
之
儀
別
紙
相
注
侯
事
'

付
'
可
被
講
取
小
屋
地
塁
之
坪
数
被
遂
穿
整
'
早
々
書
付
可
有
持

参
候
'

一
'
下
奉
行
人
数
之
儀
別
紙
相
注
之
事
'

以
上
'

六
月
七
日

二
十
八

*

〔
津
軽
藩
江
戸
日
記

〕
天
和
三
年
六
月
七
日
条

1
'
松
平
備
前
守
様
へ
田
村
藤
太
夫
致
伺
公
僕
処
'
日
光
御
普
請
之
御
書
付
三

通
御
渡
シ
被
成
季
請
取
罷
帰
'
則
指
上
ル
'

*
〔
津
軽
藩
国
日
記

〕
天
和
三
年
六
月
七
日
条

一
'
閏
五
月
廿
七
日
江
戸
発
足
之
御
飛
脚
成
田
七
郎
右
衛
門
組
晴
山
久
右
衛
門

･
本
多
安
郎
左
衛
門
組
三
浦
長
助
'
道
中
八
日
振
二
被
仰
付
侯
へ
共
'
鍋

掛
洪
水

こ
て
川
渡
不
罷
成
由
今
日
未
上
刻
下
着
'
此
御
飛
脚

ハ
今
度
殿
様

へ
日
光
御
宮
御
修
復
被
仰
出
付
而
右
之
段
申
釆
候
'

一
'
右
之
御
儀

二
付
久
祥
院
様
へ
御
書
被
進
侯
付
而
則
御
使
者
御
小
性
組
毛
円

安
兵
衛
'
右
之
御
祝
儀
御
口
上
申
付
遺
之
'
従
江
戸
申
来
候
閏
五
月
廿
七

日
日
光
御
修
覆
御
手
伝
御
宮
井
本
坊

(263)

役
高
七
万
右

投
高
五
万
石

役
高
三
万
石

御
仏
殿
#
御
殿
大
師
堂

役
高
七
万
石

役
高
五
万
石

丹
羽
若
狭
守

内
藤
左
京
亮

津
軽
越
中
守

真
田
伊
豆
守

戸
沢
能
登
守

1
.
右
之
御
修
覆
御
手
伝
御
用

二
付
岡
田
帯
刀

･
唐
牛
与
右
衛
門

･
大
湯
彦
右

衛
門

･
櫛
引
源
左
衛
門

･
新
星
縫
殿
丞

･
山
田
源
右
衛
門

･
都
谷
森
甚
之

丞

･
櫛
引
武
兵
衛

･
三
上
孫
左
衛
門
'

右
之
面
々
従
江
戸
左
右
次
第
可
罷
立
旨
申
渡
侯
'
尤
支
度
仕
可
罷
在
由
申



渡
之
'

一
'
傍
鳴
王
水

･
牧
只
右
衛
門
此
両
人
大
組
支
配
可
仕
旨
従
江
戸
被
仰
下
僕

二

付
申
渡
之
'
尤
宿
次
継
飛
脚
御
証
文
岡
田
帯
刀
万
よ
り
改
置
'
講
払
可
仕

之
旨
申
渡
之
'

二

右
之
御
役
付
麦
元
大
組
足
軽
之
円
'
御
持
足
軽
之
内
'
諸
手
足
軽
之
円
'

御
持
鑓
之
者
之
内
'
郷
足
軽
之
内
御
蔵
給
地
共

ニ
'
百
姓
之
円
'
御
相
撲

之
者
之
円
不
残
'
右
之
円

こ
て
'
器
量

･
力
量
様
子
能
者
之
分
兼
て
撰
置

可
申
由
'
従
江
戸
追
て
御
左
右
次
第
麦
元
罷
立
候
様
二
申
付
置
'
人
数
夫

々
詞
候
て
出
来
次
第
'
先
書
付
江
戸

へ
指
登
せ
可
申
由
'
右
之
人
数
御
入

用
次
第
登
せ
可
申
候
'
尤
麦
元
よ
り
罷
立
候
日
よ
り
御
扶
持
被
下
候
段
可

申
渡
旨
被
仰
下
候
'
則
岡
田
帯
刀

･
唐
牛
与
右
衛
門

･
大
湯
彦
右
衛
門

･

成
田
七
郎
右
衛
門

･
新
屋
縫
殿
丞

･
御
郡
奉
行
関
次
助
又
ハ
牧
只
右
衛
門

二
右
之
段
申
渡
ス
'

二

櫛
引
源
左
衛
門
義
ハ
湯
治
仕

二
付
而
'
月
番
成
田
七
郎
右
衛
門
へ
申
渡
之
'

一
'
都
谷
森
甚
之
丞

･
青
盛
在
番
三
上
孫
左
衛
門
御
城
番
故
'
右
之
段
久
保
田

市
郎
左
衛
門

二
申
渡
之
'

二

傍
鳴
王
水
御
城
番
故
'
牧
只
右
衛
門

二
申
渡
之
'

一
'
権
之
進
病
気
二
付
'
右
之
御
用

二
付
市
郎
左
衛
門

･
伝
左
衛
門

･
権
之
進

宅

へ
出
座

二
而
右
之
御
用
申
渡
ス
'

一
'
都
谷
森
甚
之
丞
義
御
用

二
付
従
青
盛

(蘇
)
弘
前

へ
呼
寄
侯
二
付
'
御
歩

行
目
付
柿
崎
源
之
丞
今
日
青
盛
へ
遺
ス
'

*
六
月
九
日

〔
津
軽
藩
国
日
記

〕
天
和
三
年
六
月
九
日
条

一
'
今
度
殿
様
日
光
御
宮
惨
覆
御
手
伝
被
仰
付

二
付
'
津
軽
庄
右
衛
門
殿
'
御

城
代
'
御
手
廻
'
御
馬
廻
御
組
頭
'
御
留
守
居
組
'
御
用
人
'
大
目
付
'

御
旗
奉
行
'
御
物
鑓
奉
行
'
大
組
御
持
簡
'
諸
手
御
長
柄
頭
'
御
城
付
御

長
柄
奉
行
'
寺
社
奉
行
'
御
郡
奉
行
'
御
町
奉
行
､
御
勘
定
奉
行
'
御
目

付
'
寄
合
'
御
手
廻
'
御
馬
廻
御
番
頭
'
北
村
藤
九
郎

･
北
村
源
次
郎

･

渡
辺
清
右
衛
門
迄
右
為
御
祝
儀
登
城
'

一
'
従
久
祥
院
様
'
今
度
従
江
戸
被
仰
越
候
日
光
御
修
覆
御
手
伝
被
仰
出
之
旨

申
来
侯

二
付
'
為
御
祝
儀
御
使
者
今
次
郎
兵
衛
被
進
侯
'
此
段
江
戸
へ
も

中
上
侯
'

*

六
月
十
日

〔
津
軽
藩
国
日
記

〕
天
和
三
年
六
月
十
日
条

一
'
今
度
日
光
御
修
覆
御
手
伝
被
仰
付
候

二
付
而
'
従
此
元
罷
登
侯
面
々
家
来

召
連
之
儀
相
談
之
上

こ
て
申
渡
之
'

覚

岡
田
帯
刀
上
下
九
人

･
唐
牛
与
右
衛
門
上
下
八
人

･
大
湯
彦
右
衛
門
上
下

八
人

･
新
星
縫
殿
丞
上
下
六
人

･
櫛
引
源
左
衛
門
上
下
六
人

･
山
田
源
右

衛
門
上
下
五
人

･
都
谷
森
甚
之
丞
上
下
五
人

･
櫛
引
武
兵
衛
上
下
五
人

･

三
上
孫
左
衛
門
上
下
五
人
'

右
何
も
従
江
戸
御
左
右
次
第
右
之
人
数

こ
て
可
罷
立
旨
申
渡
之
､二

十
九

(262)



六
月
十
三
日

一
'
昨
晩
松
平
備
前
守
様
従
御
家
来
御
用
之
儀
有
之
侯
間
'
明
朝
可
参
之
旨
申

来
侯
付
'
今
朝
五
時
備
前
守
様
御
宅

へ
田
村
藤
大
夫
致
伺
公
僕
之
処
'
御

書
付

一
通
御
渡
被
成
侯
'
左

二
記
之
'

覚

一
'
御
宝
塔
取
納
侯
儀
同
新
規
取
建
侯
共
'
丹
羽
若
狭
守

･
内
藤
左
京
亮

･
津
軽
越
中
守
役
人
足
立
合
可
申
事
'

1
'
御
廟
唐
銅
御
鳥
居
廻
三
方
石
垣
裏
面
共

二
築
直
'
岩
岐

1
ヶ
所
同
断
'

同
石
柵
新
規
立
直
し
四
半
石
敷
直
事
'

一
'
御
廟
御
宝
蔵
地
形
下
-
を
直
し
､
土
台
を
石

二
而
取
替
'
其
外
繕
修

復
之
事
'

一
'
御
本
地
堂
南
之
万
新
規
石
垣
取
付
よ
り
東
中
之
御
蔵
北
之
方
隅
迄
石

垣
築
直
し
繕
'
同
石
柵
新
規
立
直
し
'
同
岩
岐
壱
ヶ
所
ひ
う
ち
石
垣

共

二
築
直
之
事
'

1
'
経
蔵

･
御
宝
蔵

･
同
御
蔵
廻
石
垣
築
直
し
繕
'
四
半
石
敷
直
し
繕
'

仁
王
門
前
岩
岐
東
之
方
よ
-
御
本
地
堂
西
之
岩
岐
迄
石
垣
築
直
し
繕
'

石
柵
立
直
し
繕
'
同
西
之
岩
岐
仕
直
し
'
仁
王
門
両
脇
石
柵
新
規
立

直
し
事
'

一
'
御
本
地
堂
前
燈
寵
堂
地
形
共
直
之
事
'

1
.
中
之
御
蔵
北
之
方
銅
瓦
塀
取
退
'
石
垣
築
直
し
'
塀
繕
'
御
蔵
登
り

高
欄
直
し
'
下
之
御
蔵
縁
板
高
欄
修
復
'
御
手
水
星
柱
貫
の
鼻
大
輪

仕
直
'
仁
王
門
柱
貫
の
鼻
繕
､
下
之
番
所
修
復
之
事
'

三
十

1
.
本
坊
東
之
裏
門
よ
-
北

へ
折
廻
表
通
石
垣
裏
面
共

二
葉
直
し
'
其
外

右
之
場
所
何
に
よ
ら
す
致
侯

ハ
て
不
叶
所
之
分
修
復
之
事
'

以
上
'

右
は
津
軽
越
中
守
御
手
伝
方
'

但
'
人
足
出
入
之
道
筋
は
仁
王
門
通
之
事
'

六
月
十
三
日

右
は
御
書
付
衝
渡
被
成
侯

二
付
'
三
御
奉
行
様
へ
御
使
者
被
遺
之
'

六
月
十
人ハ
日

一
'
殿
様
へ
三
御
奉
行
様
よ
り
以
卸
切
紙
被
仰
越
侯
趣
'
左
記
之
'

以
手
紙
致
啓
上
候
'
於
日
光
小
屋
場
所
之
儀
来
廿
三
日

･
四
日
可
相
渡

之
旨
'
日
光
日
代
山
口
思
兵
衛
井
御
被
官
前
沢
藤
兵
衛
方
よ
り
由
来
侯

間
'
右
之
日
限
小
屋
場
被
講
取
供
様

二
彼
地

へ
御
家
来
可
被
差
遣
侯
'

為
其
如
斯
御
座
候
'
以
上
'

(261)

六
月
十
六
日

山
下
五
郎
右
衛
門

保
田
甚
兵
衛

松
平
備
前
守

津
軽
越
中
守
様

右
之
御
返
報

御
切
紙
致
拝
見
侯
'
日
光
小
屋
場
所
釆
廿
三
日

･
廿
四
日
二
可
被
相
渡
之

旨
'
従
日
光
日
代
山
口
忠
兵
衛
井
御
被
官
前
沢
藤
兵
衛
申
釆
侯
条
'
右
之



日
限
小
屋
場
請
取
候
様

二
家
来
共
可
差
遣
之
旨
被
仰
聞
'
得
其
意
存
候
､

以
上
t

六
月
十
六
日

松
平
備
前
守
様

保
田
甚
兵
衛
様

山
下
五
郎
右
衛
門
様

津
軽
越
中
守

*

〔
津
軽
藩
国
日
記

〕
天
和
三
年
六
月
十
六
日
条

一
'
今
度
日
光
御
宮
御
修
覆
御
手
伝
被
仰
出
候

二
付
'
津
軽
玄
蕃
殿

･
田
村
藤

太
夫

･
堀
伝
左
衛
門

･
山
中
六
左
衛
門

･
神
文
兵
衛
被
遺
之
旨
申
釆
候
'

伝
左
衛
門
儀
麦
元
二
三
日
之
支
度
仕
可
罷
登
由
申
釆
候
'
其
段
伝
左
衛
門

へ
申
渡
'
右
就
御
用

二
堀
伝
左
衛
門
召
連
罷
登
可
申
旨
申
釆
候
面
々
'

一
'
御
中
小
性
三
上
仁
左
衛
門

･
只
木
儀
右
衛
門

･
斎
藤
助
之
丞

･
桜
庭
五
太

夫

･
成
田
理
右
衛
門

･
小
田
桐
権
左
衛
門

･
阿
部
三
右
衛
門

･
砂
川
太
右

衛
門

･
三
上
助
左
衛
門

･
秋
元
市
郎
右
衛
門
'

一
'
福
士
弥
三
右
衛
門
組
警
固
相
森
三
右
衛
門

･
対
馬
半
左
衛
門
'
並
対
馬
次

五
右
衛
門

･
佐
々
木
伝
右
衛
門

･
斎
藤
与
四
右
衛
門

･
長
尾
権
十
郎

･
三

浦
勘
兵
衛

･
沢
山
藤
三
郎

･
成
田
伝
兵
衛
'

一
'
須
藤
五
郎
太
夫
組
警
固
成
田
与
五
兵
衛

･
葛
西
九
兵
衛
'
並
三
上
太
郎
左

衛
門

･
池
田
源
之
丞

･
鎌
田
小
兵
衛

･
久
保
田
佐
助

･
須
藤
弥
兵
衛

･
内

山
長
七

･
佐
野
万
三
郎

･
小
笠
原
四
五
右
衛
門
'

二

大
湯
彦
右
衛
門
組
三
上
吉
左
衛
門

･
葛
西
清
兵
衛

･
瓜
田
半
三
郎

･
成
田

善
助

･
福
士
茂
右
衛
門

･
長
円
九
助

･
高
屋
大
次
郎

･
宮
館
所
左
衛
門

･

二
戸
惣
右
衛
門

･
桜
庭
惣
三
郎
'

一
'
松
五
左
衛
門
組
警
固
広
瀬
久
左
衛
門
'
並
工
藤
藤
兵
衛

･
古
川
惣
左
衛
門

･
角
田
市
郎
兵
衛

･
相
馬
作
右
衛
門

･
干
葉
作
右
衛
門
t

l
t
傍
嶋
王
水
組
警
固
山
形
長
十
郎
'
並
赤
平
三
左
衛
門

･
石
戸
星
権
左
衛
門

･
櫛
引
源
左
右
衛
門

･
且
代
次
右
衛
門

･
鹿
内
孫
兵
衛
'

一
'
牧
只
右
衛
門

(組
脱
)
警
固
斎
藤
佐
次
右
衛
門
'
並
桜
庭
金
右
衛
門

･
原

田
助
左
衛
門

･
葛
西
惣
兵
衛

･
成
田
孫
右
衛
門

･
葛
西
伝
之
丞
'

一
'
青
木
四
郎
兵
衛
組
警
固
相
馬
又
左
衛
門
'
並
神
市
左
衛
門
'

一
'
佐
藤
新
五
左
衛
門
組
警
固
熊
谷
毒
兵
衛
'
並
鹿
内
九
兵
衛
'

一
'
本
多
安
郎
左
衛
門
組
奈
良
孫
四
郎
'

一
'
吉
村
湯
左
衛
門
組
木
田
次
部
右
衛
門
'

1
'
新
星
縫
殿
丞
組
福
士
善
四
郎
'

一
'
丹
野
序
右
衛
門
組
山
口
与
次
右
衝
門
'

1
'
桜
庭
半
兵
衛
組
小
田
桐
四
郎
右
衛
門
'

一
'
笠
原
八
郎
兵
衛
組
須
藤
助
五
郎
'

一
'
成
田
七
郎
右
衛
門
組
黒
滝
嘉
右
衛
門
'

*
六
月
十
九
日

〔
津
軽
藩
国
日
記

〕
天
和
三
年
六
月
十
九
日
条

一
'
今
日
江
戸
へ
堀
伝
左
衛
門
其
外
御
中
小
性
御
足
軽
共

二
召
連
'
麦
元
発
足
'

一
'
御
郡
奉
行
関
治
助
申
立
候
'
今
度
日
光
御
用

二
在
々
人
足
相
揃
'
器
量
見

三
十

一
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申
候
義
'
何
方
之
場

二
而
見
可
申
由
就
申
候

ニ
'
御
評
定
所

二
而
も
又
は

御
郡
奉
行
月
番
宅

二
而
も
勝
手
次
第

二
可
仕
旨
申
渡
之
'

7
'
大
組
御
足
軽
警
固
弐
人
並
三
人
諸
手
足
軽
警
固
四
人
並
四
人
'
郷
足
軽
警

固
四
人
並
四
人
右
之
通
兼
而
器
量

･
力
量
撰
置
侯
者
申
付
､
明
後
廿

1
日

二
此
元
相
立
申
侯
'
従
若
道
中
直
二
日
光
へ
可
参
由
申
参
侯
儀
も
可
参
之
侯
'

左
侯
ハ
､
半
途
迄
従
江
戸
人
御
出
シ
被
差
置
侯
筈

二
俣
間
'
日
光

へ
可
参

候
'
就
夫
右
之
者
共
日
光
御
用
相
勤
保
内

ハ
九
月
迄
面
々
宿
々
二
而
如
何

様
之
忌
差
合
出
来
侯
共
'
申
通
間
数
侯
'
若
不
叶
用
事
有
之
候
而
従
宿
々

書
状
越
中
候

ハ
､
此
元
当
番
之
御
目
付
迄
用
事
有
之
候
書
状
越
申
候
'
忌

差
合
之
儀

ハ
不
申
越
侯
由
相
断
越
申
侯
様

こ
と
可
申
渡
之
旨
'
大
場
彦
右

衛
門

･
成
田
七
郎
右
衛
門

二
申
渡
之
'

日
光

こ
て
御
役
人
従
江
戸
御
書
付
御
下
侯
覚

一
'
賄
惣
奉
行
弐
人

一
'
火
廻
惣
奉
行
弐
人

一
'
御
右
筆
壱
人

二

御
医
者
壱
人

一
'
外
科
壱
人

一
'
表
右
筆
六
人

一
'
御
勘
定
之
者
三
人

雨
森

廻
間

佐
野

辻｢＼/村伊河
目

西
之

権
右
衛
門

権
右
衛
門

孫
左
衛
門

道

益

木

甫

関

山

又
四
郎

藤

孫

七

儀
右
衛
門

市
郎
兵
衛

三
十
二

秋
村

理
右
衛
門

福
士

小
左
衛
門

村

上

太
兵
衛

中

路

又

助

塩

津

治
兵
衛

比
留
間
伴
右
衛
門

一
､
御
歩
行
目
付
弐
人

横

木

仁
兵
衛

兼

平

覚
之
丞

外
崎

茂
左
衛
門

(259)

二

惣
奉
行
壱
人

一
'
本
〆
奉
行
弐
人

二

御
普
請
奉
行
弐
人

一
'
御
目
付
弐
人

1
'
小
屋
懸
奉
行
弐
人

津

軽

玄

蕃

田

村

藤
太
夫

山
中

六
左
衛
門

福
士

九
右
衛
門

川
分

宿
左
衛
門

右
両
人

二
付
添
御
用
可
相
違
之
'

一
'
人
足
惣
奉
行
弐
人

林

治
部
右
衛
門

一
'
御
普
請
諸
道
具
頚
-
人
弐
人

一
'
金
銀
講
払
奉
行
弐
入

着
木

市
右
衛
門

堀

伝
左
衛
門

神

文
兵
衛

舟
水
与
三
左
衛
門

河
合

作
右
衛
門

棟

方

七
兵
衛

長
尾

佐
左
衛
門

八
木
橋
武
右
衛
門

伊

藤

儀
兵
衛

山

口

甚
兵
衛

右
之
面
々
今
度
日
光
御
修
覆
御
手
伝
申
可
相
勤
者
也
'

亥
六
月
十
日

右
之
者
自
御
在
所
罷
登
候
面
々
此
御
役
相
勤
侯
内
は
'
此
元
宿
々
二
而
如
何
様

之
忌
差
合
出
来
候
共
'
従
宿
書
状

二
而
も
堅
登
せ
申
間
数
候
'
不
叶
用
事
有
之

侯
而
書
状
越
申
候
ハ

､
此
元
当
番
之
御
目
付

へ
忌
差
合
之
儀
は
不
申
越
候
'
用

事
有
之
書
状
登
せ
申
由
相
断
可
申
由
'
夫
々
宿
々
へ
可
申
渡
由
申
渡
之
'

*
六
月
二
十

一
日

〔
津
軽
藩
国
日
記

〕
天
和
三
年
六
月
二
十

一
日
条

二

大
組
御
足
軽
'
諸
手
御
足
軽
'
郷
御
足
軽
警
固
弐
拾
人
'
日
光
就
御
用
二

今
日
相
立
侯
'
但
道
中
十
三
日
振

二
申
付
侯
'



*

六
月
二
十
四
日

〔
津
軽
藩
江
戸
日
記

〕
天
和
三
年
六
月
二
十
四
日
条

一
'
樋
口
茂
左
衛
門
義
於
日
光
石
請
払
奉
行
'
棟
方
七
兵
衛
同
断
二
可
相
勤
之

旨
'
間
宮
求
馬
申
渡
之
'

*

六
月
二
十
七
日

〔
津
軽
藩
江
戸
日
記

〕
天
和
三
年
六
月
二
十
七
日
条

一
'
去
廿
五
日
日
光
山
洪
水

二
付
申
之
刻
飛
脚
到
着
'
御
用
状
持
参
之
'

〔
徳
川
実
紀

〕
第
四
十
二
巻

天
和
三
年
六
月
二
十
七
日
条

日
光
山
よ
り
.
こ
の
廿
五
日
山
中
洪
水
の
注
進
あ
り
'

七
月
四
日

1
'
今
日
大
久
保
加
賀
守
様

･
阿
部
豊
後
守
様
よ
り
御
連
書
之
御
切
紙
参
候
'

御
文
言
之
趣
'

御
用
之
義
有
之
候
間
'
五
日
四
時
可
有
登
城
侯
'
以
上
'

仕
迷
惑
奉
存
候
'
委
細
使
者
口
上

二
申
含
候
'
恐
憧
謹
言
'

津
軽
越
中
守

御
名
乗
御
判

七
月
四
日

大
加
賀
守
様

阿
豊
後
守
様

御
報
人
々
御
中

右
之
御
用
之
儀
､
就
日
光
御
普
請
卸
黒
印
御
頂
戴
被
遊

二
付
被
為
召
候
也
'

*
〔
津
軽
藩
江
戸
日
記

〕
天
和
三
年
七
月
四
日
条

一
'
御
奉
書

一
通
大
久
保
加
賀
守
様

･
阿
部
豊
後
守
様
よ
り
御
使
村
田
孫
四
郎

を
以
被
道
之
'
則
御
請
被
遊
候
'
御
使
者
今
井
惣
右
衛
門
勤
之
'
右
之
御

請
佐
野
孫
左
衛
門
相
認
之
'

(258)

七
月
四
日

阿
部
豊
後
守

大
久
保
加
賀
守

津
軽
越
中
守
様

右
之
御
請

御
切
紙
拝
見
仕
侯
'
御
用
之
儀
御
座
候
之
間
'
明
五
日
四
時
登
城
可
仕
之

旨
奉
畏
侯
'
私
儀
先
日
申
上
候
通
'
布
今
気
色
悪
敷
罷
在
侯
付
'
登
城
難

七
月
五
日

一
'
今
日
就
御
黒
印
御
頂
戴
'
昨
日
真
田
伊
豆
守
様

･
戸
沢
能
登
守
様
へ
も
御

奉
書
参
侯
'

殿
様
御
事
は
依
御
風
気
不
被
遊
御
登
城
'
伊
豆
守
様

･
能
登
守
様
御
登
城
'

御
黒
印
御
頂
戴
'
其
写
則
右
従
御
両
所
様
参
候
'
左

二
記
之
'

初
之
御
ヶ
条
二
は
'
今
度
日
光
御
修
復
中
不
依
何
事
申
分
仕
間
数
旨
'

二
之
御
ヶ
条

:
は
'
喧
嘩
口
論
井
押
買
狼
籍
仕
間
数
之
旨
､

三
之
御
ヶ
条

二
は
､
人
返
停
止
之
旨
被
仰
出
候
趣
也
'

三
十
三



右
御
黒
印
之
写
参
候
付
､
御
口
上
書
被
遺
之
侯
趣
'
左

二
記
之
'

口
上
之
覚

今
朝
於
殿
中
就
日
光
御
用
御
黒
印
被
成
御
頂
戴
候
'
御
写
侯
而
可
被
遺
之

旨
､
堀
田
筑
前
守
殿
御
老
中
御
列
座

二
而
被
仰
渡
候

二
付
､
右
之
御
写
被

遺
之
'
則
頂
戴
仕
侯
'
拙
者
儀
気
色
恵
罷
在
侯
故
'
筑
前
守
殿
御
老
中
へ

則
以
使
者
御
請
申
上
侯
'
以
上
'

七
月
五
日

真
田
伊
豆
守
様

戸
沢
能
登
守
様

津
軽
越
中
守

一
､
松
平
備
前
守
様
御
家
来
よ
-
田
村
藤
太
夫
万

へ
御
用
之
儀
有
之
侯
間
'
今

日
昼
過
備
前
守
様
御
宅

へ
致
伺
公
僕
之
様

こ
と
手
紙
参
侯
付
参
上
仕
侯
処
'

御
書
付
二
通
御
渡
被
成
侯
'
左

二
記
之
'

覚

一
､
今
度
於
日
光
山
御
作
事
万
御
石
垣
共

二
は
か
ゆ
き
候
手
廻
し
存
寄
有

之
は
'
此
方

へ
可
被
串
間
事
'

一
､
御
普
請
に
か
～

-
侯
も
の
'
卯
刻

二
罷
出
､
申
刻
退
出
致
さ
す
へ
き

事
'

一
､
双
方
築
合
之
所

二
而
互
に
縄
を
見
合
'
遅
万
を
待
'
手
木
之
前
少
も

せ
り
あ
ひ
不
申
侯
様

二
堅
可
被
申
付
候
'
御
被
官
大
石
思
左
衛
門

･

円
山
清
左
衛
門

･
坂
本
三
郎
兵
衛
御
普
請
之
義

二
付
而
申
付
趣
､
違

背
不
仕
様

二
可
被
申
付
事
'

三
十
四

一
､
御
材
木
井
釘
群
其
外
諸
色
講
取
侯
節
入
念
可
遂
吟
味
侯
勿
論
､
御
勘

定
之
儀
は
面
々
二
可
相
立
事
'

一
'
大
工
木
挽
つ
か
ひ
候
儀
'
毎
日
念
入
可
改
之
'
尤
材
木
其
外
諸
色

つ

か
ひ
侯
所
も
可
為
同
前
事
､

一
'
御
普
請
之
道
具
何

こ
て
も
盗
不
申
様

二
急
度
可
申
付
置
事
､

1
.
御
材
木
井
石
な
と
道
筋

こ
む
さ
と
不
捨
置
様

二
可
被
申
付
事
､

一
'
於
御
普
請
場
喧
嘩
口
論
制
禁
之
'
縦
如
何
様
之
仕
懸
有
之
と
い
ふ
と

も
可
令
堪
忍
之
旨
堅
可
被
申
付
置
事
'

付
'
大
工
諸
職
人
井
人
足
等
に
い
た
る
ま
て
'
随
分
あ
や
ま
ち
不

致
様

二
可
仕
侯
事
'

一
'
火
之
用
心
堅
可
被
申
付
侯
､
相
定
候
火
所

二
而
用
事
相
叶
外

二
而
火

一
切
取
扱
不
申
様

二
是
又
急
度
可
被
申
付
侯
事
'

右
之
通
何
れ
も
御
普
請
中
被
申
合
尤

二
俣
'
以
上
'

(257)

亥
七
月

日

山
下
五
郎
右
衛
門

保
田
甚
兵
衛

松
平
備
前
守

7
'
忌
服
之
事
'

不
苦
侯
由
'
三
御
奉
行
様
御
口
上

二
而
被
仰
渡
侯
'

1
.
両
御
廟
之
円

へ
出
入
候
人
夫
札
之
事
'

御
宮
万
御
三
人
御
人
数
紛
不
申
侯
様

二
札

二
而
印
可
仕
由
'
三
御

御
奉
行
様
御
口
上

二
而
被
仰
渡
侯
'



一
'
椎
名
小
屋
番
之
事
'

御
宮
方
御
手
伝
御
三
人
よ
り
替
々
可
被
成
候
'
昼
弐
人
'
夜
四
人

程
可
然
之
由
'
備
前
守
様
御
家
来
西
山
治
五
右
衛
門
申
候
'

以
上
'

右
之
御
覚
書
御
渡
被
成
侯
付
'
三
御
奉
行
様

へ
御
使
者
被
遺
之
'

*

〔
津
軽
藩
江
戸
日
記

〕
天
和
三
年
七
月
五
日
条

一
'
申
申
刻
日
光
御
用

二
付
御
墨
印
之
写
'
戸
沢
能
登
守
様

･
真
田
伊
豆
守
様

よ
り
御
口
上
書
之
御
連
署
参
侯
'
則
御
返
事
被
遊
候
'
為
御
講
堀
田
筑
前

守
様

･
大
久
保
加
賀
守
様

･
阿
部
豊
後
守
様

･
戸
田
山
城
守
様

･
牧
備
後

守
様
'
戸
沢
弥
五
兵
衛
相
勤
之
'

一
'
今
晩
日
光
御
用
之
儀

二
付
'
申
ノ
刻
よ
り
寄
合
有
之
'
内
藤
左
京
亮
様
御

家
来
本
〆
大
嶋
半
兵
衛

･
穂
高
兵
右
衛
門
'
丹
羽
若
狭
守
様
御
家
来
惣
奉

行
江
口
三
郎
右
衛
門
'
本
〆
岡
田
長
兵
衛
'
御
普
請
奉
行
土
星
甚
右
衛
門
'

御
聞
役
植
木
次
郎
右
衛
門
被
参
'

一
'
千
五
拾
人
扶
持

一
'
七
百
五
拾
人
扶
持

一
'
七
百
五
拾
人
扶
持

一
'
四
百
五
拾
人
扶
持

高

七
万
石
役

真

田
伊
豆
守

高

五
万
右
投

内
藤
左
京
亮

高

五
万
石
役

戸
沢
能
登
守

高

三
万
石
役

津
軽

越
中
守

右
は
於
日
光
山
御
普
請
手
伝
依
被
仰
付
'
書
面
之
通
御
扶
持
方
被
下
候

間
'
御
普
請
始
侯
日
よ
り
仕
廻
侯
日
迄
'
面
々
家
来
之
者
手
形

二
以
松

平
備
前
守

･
保
田
甚
兵
衛

･
山
下
五
郎
右
衛
門
裏
判
可
被
相
渡
候
事
'

1
.
三
百
人
扶
持

1
.
六
拾
人
扶
持

二

三
拾
壱
人
扶
持

高
弐
万
石
役

松
平

備
前
守

高
四
千
石
役
保
田
甚
兵
衛

高
千

七
百
石
役

山
下
五
郎
右
衛
門

(256)

右
三
人
御
普
請
奉
行
依
被
仰
付
被
下
候
間
'
道
中
上
下
彼
地
逗
留
申
書

面
壱
倍
扶
持
之
積
'
面
々
以
直
手
形
可
被
渡
之
事
'

以
上
'

七
月
十
二
日

一
'
従
松
平
備
前
守
様
御
用
之
儀
御
座
候
間
'
可
致
伺
公
之
旨
被
仰
越
候

二
付
'

田
村
藤
太
夫
遂
参
上
候
処
'
今
度
日
光
御
普
請
御
手
伝
申
御
扶
持
方
之
御

定
書
御
渡
被
成
候
'
左

二
記
之
'

覚

天
和
三
亥
七
月
九
日

豊
後

印

二

千
五
拾
人
扶
持

高

七
万
石
役
丹
羽
若
狭
守

加
賀

印

市
川
孫
右
衛
門
殿

樋
口
又
兵
衛
殿

右
御
書
付
相
渡
り
候

二
付
為
御
礼
'
堀
田
筑
前
守
様

･
大
久
保
加
賀
守
様

･
阿

三
十
五



部
豊
後
守
様

･
戸
田
山
城
守
様

･
牧
野
備
後
守
様

へ
御
使
者
御
聞
役
被
遺
之
'

*

〔
津
軽
藩
江
戸
日
記

〕
天
和
三
年
七
月
十
二
日
条

一
'
松
平
備
前
守
様
よ
り
御
用
之
儀
御
座
候
由

二
付
田
村
藤
太
夫
罷
越
侯
処
'

今
度
日
光
御
用

二
付
御
扶
持
方
四
百
五
十
人
扶
持
之
御
書
出
シ
御
渡
被
成

季
請
取
罷
帰
侯
'
右
為
御
礼
衝
老
中
様
牧
備
後
守
様

へ
御
使
之
戸
沢
弥
五

兵
衛
相
勤
之
'

七
月
十
四
日

松
平
備
前
守
様

保
田
甚
兵
衛
様

山
下
五
郎
右
衛
門
様

津
軽
越
中
守

七
月
十
四
日

1
t
殿
様

へ
従
三
御
奉
行
様
以
御
切
紙
御
家
来
当
御
地
発
足
之
儀
御
差
図
被
成

候
'
左

二
記
之
'

以
手
紙
致
啓
上
候
'
拙
者
共
儀
廿
二
日

･
廿
三
日
之
内
段
々
御
当
地
可

致
発
足
候
之
条
'
御
家
来
衆
は
拙
者
共
日
光
着
二
･
三
日
程
以
前

二
彼

地
へ
参
着
被
申
侯
様

二
可
被
遺
候
'
為
其
如
斯
御
座
候
'
以
上
'

七
月
十
四
日

津
軽
越
中
守
様

山
下
五
郎
右
衛
門

保
田
甚
兵
衛

松
平
備
前
守

右
御
返
報

御
切
紙
致
拝
見
候
'
各
様
来
廿
二
日

･
廿
三
日
之
内
御
当
地
御
発
足
可
被

成
之
条
'
家
来
共
義
日
光
御
着
二
･
三
日
程
以
前
彼
御
地

へ
致
参
着
候
様

二
可
差
遣
旨
被
仰
聞
'
得
其
意
存
候
'
以
上
'

*
七
月
十
五
日

〔
津
軽
藩
国
日
記

〕
天
和
三
年
七
月
十
五
日
条

1
'
唐
牛
与
右
衛
門

･
大
湯
彦
右
衛
門

･
櫛
引
源
左
衛
門

･
新
星
縫
殿
丞

･
山

田
源
右
衛
門

･
三
上
孫
左
衛
門

･
都
谷
森
甚
之
丞

･
櫛
引
武
兵
衛
右
八
人

私
宅
へ
呼
候
而
先
達
而
日
光
御
用

二
可
被
差
登
儀
可
有
之
候
由
被
仰
出
候

間
'
内
支
度
仕
可
罷
有
之
旨
従
江
戸
申
来
候
段
申
渡
之
'

一
'
今
日
従
江
戸
御
飛
脚
致
到
着
候
'
御
家
老
中
何
角
と
御
差
積
日
光
御
用
之

面
々
相
定
候

二
付
'
此
度
各
罷
登
候

二
不
及
候
'
御
用
之
儀
有
之
候
は
追

而
可
被
仰
越
由
申
来
候
旨
申
渡
之
'

七
月
十
六
日

1
'
従
三
御
奉
行
様
御
五
手
御
家
来

へ
以
御
廻
状
被
仰
渡
候
趣
'
左

二
記
之
'

以
手
紙
中
人
侯
'
御
被
官
大
石
忠
左
衛
門

･
内
山
清
左
衛
門
明
後
十
八

日
御
当
地
発
足
'
日
光

へ
罷
越
候
'
彼
地
到
着
次
第
椎
名
伊
予
小
屋
場

相
渡
'
早
速
致
竹
矢
来
番
所
申
付
､
従
麦
元
御
宝
塔
之
木
形
其
外
段
々

通
人
置
申
筈

二
俣
之
間
'
左
候
は
兼
而
申
渡
候
通
早
々
小
屋
番
之
義
各

被
仰
合
被
相
勤
'
尤

二
存
候
'
為
其
如
是
候
'
以
上
'

(255)

七
月
十
六
日

山
五
郎
右
衛
門



植
木
次
郎
右
衛
門
殿
奉

相
木
市
兵
衛
殿
奉

田
村
藤
太
夫
殿
奉

金
井
久
右
衛
門
殿
奉

竹
尾
十
兵
衛
殿
奉

保
甚
兵
衛
門

松
平
備
前
守

一
'
純

一
'
か
け
や

一
'
鋤
鍬

二

御
役
人
足

三

･
四
房
宛

壱
挺
宛

二
･
三
挺
宛

六

･
七
人
宛

右
は
明
廿

一
日
之
朝
五
過

二
久
次
郎
と
申
所
迄
御
も
た
せ
可
被
遺
候
'
椎

名
伊
予
小
屋
場
見
分
仕
侯
､
天
気
悪
御
座
候
而
も
罷
出
侯
､
右
入
用
之
儀

江
戸

二
而
三
人
之
御
奉
行
衆
拙
者
其
方
よ
り
可
申
達
之
由
被
仰
候
付
'
如

斯
徹
座
候
'
以
上
'

七
月
廿
日

於
日
光
被
仰
渡
之
覚

七
月
廿
日

一
'
酉
刻
御
被
官
大
石
忠
左
衛
門

･
内
山
清
左
衛
門
致
日
光
到
着
候

二
付
'
丹

羽
若
狭
守
様
御
家
来

･
内
藤
左
京
亮
様
御
家
来
申
合
'
右
宿
坊
へ
山
中
六

左
衛
門

･
神
又
兵
衛
見
廻
申
侯
処
'
両
人
致
対
面
申
渡
侯
は
､
明
日
椎
名

小
屋
場
久
次
郎
と
申
所
に
を
ひ
て
小
屋
場
相
渡
申
候
付
､
御
手
伝
方
よ
り

人
足
諸
道
具
為
持
可
遺
旨
申
侯
､
但
惣
囲
矢
来
之
儀
は
従
公
儀
被
仰
付
候

之
由
申
渡
候
､

一
､
右
御
用
二
付
御
被
官
よ
り
覚
書
廻
申
候
趣
'
左

二
記
之
'

覚

円
山
清
左
衛
門

大
石
忠
左
衛
門

一
'
縄
張
坑
木

但
長
四
五
尺
'
太
弐
寸

一
'
な
よ
竹

弐

･
三
本
宛

種
僑
助
之
進
様

岡
田
長
兵
衛
様

大
島
半
兵
衛
様

穂
高
兵
右
衛
門
様

田
村
藤
太
夫
様

堀
伝
左
衛
門
様

*
七
月
二
十
二
日

〔
津
軽
藩
江
戸
日
記

〕
天
和
三
年
七
月
二
十
二
日
条

一
'
松
平
備
前
守
様
明
日
日
光

へ
御
発
足
被
成

二
付
'
為
御
暇
乞
申
之
刻
過
御

出
'
追
付
御
帰
被
遊
'

(254)

四

･
五
本
宛



七
月
廿
三
日

一
'
椎
名
小
屋
場
地
形
平
均
可
申
旨
'
御
被
官
衆
よ
-
以
廻
状
申
渡
之
趣
'
左

二
記
之
'覚

椎
名
伊
予
小
屋
御
鋳
物
鋳
立
侯
場
所
地
形
高
下
御
座
候
間
'
明
廿
四
日

明
六
過

二
御
役
人
足
百
人
程
地
形
平
均
候
諸
道
具
御
持
せ
御
出
候
様
二

可
被
仰
合
侯
'
尤
人
足
御

つ
か
ひ
候
下
奉
行
衆
御
出
御
尤

二
存
候
'
私

共
右
之
刻
限
二
彼
地
へ
可
罷
出
侯
間
'
左
様
二
御
心
得
可
被
成
候
'
以
上
'

七
月
廿
三
日

大
石
忠
左
衛
門

円
山
清
左
衛
門

種
橋
助
之
進
様

岡
田
長
兵
衛
様

鈴
木
治
部
右
衛
門
様

原
与
三
兵
衛
様

大
島
半
兵
衛
様

穂
高
兵
右
衛
門
様

納
左
太
夫
様

丹
生
源
右
衛
門
様

田
村
藤
太
夫
様

堀
伝
左
衛
門
様

三
十
八

七
月
廿
六
日

7
.
巳
刻
従
松
平
備
前
守
様
以
御
便
御
用
有
之
候
間
'
家
老
井
本
〆
役

1
人

･

御
普
請
方
奉
行

一
人
可
参
之
旨
被
仰
越
'
依
之
'
玄
蕃
井
田
村
藤
太
夫

･

山
中
六
左
衛
門
御
宿
坊
へ
敦
伺
公
候
'
若
狭
守
様

･
伊
豆
守
様

･
左
京
亮

様

･
能
登
守
様
御
家
来
も
参
上
仕
候
処
'
備
前
守
様

･
甚
兵
衛
様

･
五
郎

右
衛
門
様
御
列
座

二
而
被
仰
渡
候
は
'
御
普
請
初
釆
廿
九
日
二
而
候
'
就

其
被
仰
渡
侯
義
御
書
付
御
読
せ
被
成
'
御
五
手
惣
奉
行
へ
一
通
宛
覚
書
御

渡
被
成
候
'
井
御
普
請
中
御
扶
持
方
請
取
日
限
之
書
付
定
亦
御
渡
被
成
候
'

此
両
通
之
御
書
付
左

二
記
之
'
就
其
御
書
付
之
趣
を
以
'
玄
蕃
於
御
次
'

鈴
木
長
兵
衛
殿
其
外
坂
本
三
郎
兵
衛

･
内
山
清
左
衛
門

･
大
石
忠
左
衛
門

･
鶴
飛
騨
へ
御
普
請
初
之
諸
式
申
談
之
'

寛

一
'
来
廿
九
日
卯
刻
御
普
請
初
二
俣
之
間
'
可
被
致
其
心
得
事
'

1
'
明
廿
七
日
丁
場
御
被
官
之
者
相
渡
候
間
'
坑
木
持
参
請
取
可
被
申
事
'

一
'
御
普
請
初
翌
日
よ
り
丁
場
切
之
石
垣

･
石
柵
等
散
乱
之
分
取
退
可
被

申
事
'

一
'
足
代
木
従
明
日
段
々
相
渡
可
申
候
間
'
被
出
役
人
寸
間
等

一
所
之
大

工
出
し
改
さ
せ
申
候
間
'
念
を
入
請
取
可
被
申
事
'

一
'
丁
場
切

二
不
足
石
之
分
相
改
之
員
数
早
々
書
出
可
被
申
事
'

二

足
代
へ
詰
候
土
俵
入
候
之
間
'
其
支
度
可
被
申
付
事
'

但
員
数
之
儀
は
重
而
可
申
渡
事
'

1
'
御
宮
方

二
番
人
被
差
置

二
而
可
有
之
候
条
'
其
心
得
可
有
之
候
場
所
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は
見
分
之
上
重
而
可
申
渡
事
'

一
､
椎
名
小
屋
へ
鋳
物
万
奉
行
可
被
差
出
事
'

一
'
火
之
番
不
限
昼
夜
宿
坊

へ
も
廻
り
可
申
候
之
間
､
其
心
得
可
有
之
侯
'

若
宿
坊
井
下
小
屋
等
出
火
之
節
は
無
断
而
入
込
消
可
申
侯
間
､
兼
而

火
之
番
之
面
々
ま
と
ひ
相
給
'
灯
燈
之
紋
以
下
承
置
可
被
申
事
､

以
上
'

七
月
廿
六
日

御
扶
持
万
請
取
被
申
侯
日
限

八
月

十
四
日

十
五
日

同
月

廿
八
日

廿
九
日

毎
月
右
之
日
限
請
取
可
被
申
侯
'
以
上
､

一
'
右
之
節
三
御
奉
行
様
御
五
手
惣
奉
行
へ
被
仰
侯
は
'
明
後
廿
八
日
よ
り
椎

名
小
屋

へ
鋳
物
万
奉
行
出
し
侯
義
'
従
御
宮
方
壱
人
'
従
御
堂
万
壱
人
'

両
人
宛
順
番

二
可
相
勤
侯
､
但
椎
名
伊
予
鋳
物
仕
侯
時
分
唐
銅
へ
之
合
せ

物
仕
侯
節
は
御
定
之
通
致
調
合
候
哉
､
差
引
も
可
有
之
侯
哉
'
為
見
届
被

仰
付
侯
間
'
其
節
は
従
御
五
手
壱
人
宛
合
五
人
之
奉
行
出
し
可
申
候
､
尤

奉
行
は
軽
侍
可
然
由
被
仰
渡
侯
'

一
'
右
之
節
三
御
奉
行
様
御
五
手
惣
奉
行

へ
被
仰
侯
は
'
御
普
請
中
宿
坊
井
小

屋
為
火
消
役
千
人
組
頭
之
内
萩
原
七
郎
兵
衛

･
窪
田
甚
之
助
被
仰
付
候
間
､

其
段
各
相
心
得
可
申
由
被
仰
渡
侯
'

一
'
右
之
節
鈴
木
長
兵
衛
殿
御
五
手
惣
奉
行

へ
被
申
候
は
'
今
日
三
仏
堂
之
脇

御
宝
塔
へ
之
道
筋
御
掃
除
被
仰
付
候
間
､
御
宮
御
手
伝
万
よ
り
人
足
出
し

可
申
侯
'
尤
御
普
請
奉
行
之
円
壱
人
宛
差
添
可
申
由
被
申
渡
侯
'

一
'
右
之
節
鈴
木
長
兵
衛
殿
御
五
手
惣
奉
行
へ
被
申
侯
は
'
明
廿
七
日
面
々
御

請
取
之
御
丁
場
御
被
宮
衆
相
渡
侯
間
､
不
残
仁
王
門
前

へ
可
相
集
侯
'
尤

杭
木
等
其
外
人
用
之
請
道
具
持
参
可
仕
由
二
御
座
候
'
長
兵
衛
殿

こ
も
右

之
刻
限

二
可
被
罷
出
由
被
申
渡
候
'

但
右
廿
七
日
御
丁
場
請
取
之
義
は
相
延
申
候
様
子
'
委
細
日
記

二
有
之
､

七
月
廿
七
日

1
.
従
三
御
奉
行
様
御
書
付
二
通
を
以
被
仰
渡
侯
趣
'
左

二
記
之
'

御
宮
万足
代
材
木
仕
分
之
覚

(252)

一
､
百
四
拾
四
本

六
拾
八
本

内
'
四
拾
八
本

弐
拾
八
本

一
'
七
拾
弐
本

三
拾
四
本

内
'
弐
拾
四
本

拾
四
本

一
､
七
拾
弐
本

縦

･
松

･
栂
長
弐
間
半
木

六
寸
角

丹
羽
若
狭
守

内
藤
左
京
亮

但

壱
万
石

二
付
九
本
宛

津
軽
越
中
守

同
長
弐
間
壱
尺
木

七
寸
角

丹
羽
若
狭
守

内
藤
左
京
亮

津
軽
越
中
守

同
長
弐
間
壱
尺
木

五
寸
角

三
十
九



三
拾
四
本

円
､
弐
拾
四
本

拾
四
本

一
､
七
拾
弐
本

三
拾
四
本

円
､
弐
拾
四
本

拾
四
本

一
､
百
五
拾
本

七
拾
木

内
'
五
拾
本

三
拾
本

一
､
三
百
枚百

四
拾
枚

円
､
百
枚

六
拾
枚

木
数
合
八
百
拾
本

但
三
百
八
拾
本

弐
百
七
拾
本

百
六
拾
本

以
上
､

丹
羽
若
狭
守

内
藤
左
京
亮

津
軽
越
中
守

同
長
弐
間
木

七
寸
角

丹
羽
若
狭
守

内
藤
左
京
亮

津
軽
越
中
守

同
長
弐
間
木

六
寸
角

丹
羽
若
狭
守

内
藤
左
京
亮

津
軽
越
中
守

同
長
弐
間
木

幅
壱
尺

厚

五
寸

丹
羽
若
狭
守

内
藤
左
京
亮

津
軽
越
中
守

丹
羽
若
狭
守
方

へ
請
取
'

内
藤
左
京
亮
万

へ
請
取
､

津
軽
越
中
守
万

へ
請
取
､

四
十

覚

一
､
釆
廿
九
日
卯
刻
よ
-
御
普
請
初
候
間
､

一
手
よ
り
人
足
五
人
宛
御
出

し
可
有
之
事
､

一
､
徴
材
木
今
日
よ
-
被
請
取
候
様
子
は
､
請
負
之
者
引
渡
候
上

二
俣
之

間
､
御
宮
方
三
手
､
御
堂
方
二
手
木
数
割
付
､
勝
手
次
第
請
負
之
者

可
相
渡
と
申
､
日
切
迄
段
々
御
請
取
可
有
之
候
､
尤
従
公
儀
大
工
棟

梁
出
し
寸
間
之
儀
は
相
改
候
得
共
､
弥
請
取
候
節
､
下
奉
行
中
念
を

入
改
請
取
候
以
後
､
面
々
よ
り
今
日
は
何
程
請
取
侯
と
員
数
書
付
御

越
可
有
之
事
､

一
､
御
材
木
被
請
取
候

ハ
､
､
面
々
請
取
之
大
工
小
屋
場

へ
入
置
､
番
人

差
置
可
被
申
候
事
'

一
､
昨
日
も
申
渡
之
通
会
所
小
屋
明
日
山
口
忠
兵
衛
よ
り
相
渡
可
申
侯
間
､

番
人
被
差
置
､
畳
以
下
御
被
官
好
次
第
御
手
伝
下
奉
行
中
出
合
請
負

之
方

へ
申
付
､
御
敷
せ
可
有
之
事
､

以
上
､

一
､
三
瓶
奉
行
様
御
五
手
本
〆
役

へ
被
仰
候
は
'
御
材
木
井
鉄
物
請
負
之
手
形

写
置
､
自
然
滞
申
義
も
御
座
候
は
請
負
之
者

へ
可
中
越
由
被
仰
渡
候

二
付
､

写
留
差
置
申
候
言
文
四
通
､
委
細
諸
式
留
帳
末
二
有
之
､

一
'
松
平
備
前
守
様
於
御
宿
坊
堀
伝
左
衛
門

･
神
文
兵
衛

二
被
仰
渡
侯

ハ
､
足

代
御
材
木
寸
闇
改
侯
棟
梁
三
人
'

下
鉢
石
町

権
九
郎
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西
大
工
町

庄
兵
衛

蓮
花
石

弥
左
衛
門

右
之
者
共
相
改
候
得
共
'
請
負
之
者
共
と
挨
拶
如
何
可
有
之
も
知
れ
不
申

侯
間
'
御
割
付
之
御
書
付

二
少
も
相
違
無
之
様

二
請
取
候
役
人
へ
急
度
申

付
'
壱
分
も
不
足

二
俣

ハ
､
講
取
侯
事
無
用
に
可
仕
由
'
備
前
守
様
御
直

二
堀
伝
左
衛
門

･
神
又
兵
衛

二
被
仰
渡
侯
'
右
棟
梁
三
人
見
知
置
可
申
由

二
而
'
御
家
来
西
山
治
五
右
衛
門
引
合

二
而
伝
左
衛
門

･
又
兵
衛
逢
申
'

御
材
木
請
取
之
場
所
等
聞
届
申
侯
'

一
㌧
仁
王
門
下
神
人
御
番
所
当
御
手

二
而
足
軽
四
人
二
而
代
々
相
勤
可
申
由
'

三
御
奉
行
様
玄
書
へ
被
仰
渡
候
'

一
'
松
平
備
前
守
様
玄
蕃

二
被
仰
侯
は
'
御
用

二
付
御
宿
坊
へ
致
伺
公
侯
度
々

上
下
着
候
'
御
普
請
始
候
以
後
は
不
苦
侯
間
'
向
後
立
付

二
而
参
上
仕
侯

様

こ
と
御
指
図
被
成
侯
事
'

間
'
御
絵
図
致
拝
見
無
相
違
様
二
可
相
勤
由
被
仰
渡
'
則
御
宮

･
御
仏
殿

之
御
絵
図
や
以
段
々
御
規
式
之
次
第
被
仰
聞
'
其
上
鈴
木
長
兵
衛
殿
委
細

被
申
聞
侯
､
則
御
絵
図
玄
蕃
へ
御
渡
被
成
'
弥
可
申
合
由
'
三
御
奉
行
様

被
仰
侯
､
尤
御
本
紙
は
明
日
差
上
侯
様

二
被
仰
候
'

1
.
右
之
節
三
御
奉
行
様
被
仰
渡
候
は
'
於
江
戸
被
仰
渡
候
之
通
'
第

1
御
黒

印
之
趣
何
も
急
度
可
相
守
候
'
喧
嘩
口
論
之
儀
弥
以
堅
可
被
申
付
侯
'
如

何
様
之
子
細
有
之
候
て
も
御
山
之
内

二
而
斬
罪
申
付
侯
儀
は
堅
可
致
停
止

候
之
由
'
備
前
守
様
被
仰
侯
'
甚
兵
衛
様

･
五
郎
右
衛
門
様

二
も
被
仰
候

は
'
前
々
よ
り
終

二
御
山
之
内

二
而
斬
罪
等
仕
義
は
無
勿
体
義
'
只
今
迄

無
之
事
候
間
'
重
々
相
慎
可
申
由
被
仰
渡
候
､

一
'
明
廿
九
日
御
普
請
初

二
付
御
会
所
御
入
用
二
俣
間
'
薄
縁
十
枚

･
わ
ら
む

し
ろ
廿
枚
'
請
負
之
者
万
よ
り
御
宮
万
御
三
手
之
下
奉
行
請
取
之
'
明
朝

御
会
所
へ
持
参
致
侯
様

こ
と
内
山
清
左
衛
門
申
渡
侯
'

(250)

七
月
廿
八
日

一
'
今
日
中
刻
御
用
御
座
候
由
松
平
備
前
守
様
御
家
来
天
野
六
蔵

･
西
山
治
五

右
衛
門
万
よ
り
玄
薯
へ
手
紙
参
侯
付
'
則
備
前
守
様
御
宿
坊
へ
玄
蕃
教
伺

公
僕
処
'
御
五
手
惣
奉
行
何
も
相
詰
罷
在
侯
'
松
平
備
前
守
様

･
保
田
甚

兵
衛
様

･
山
下
五
郎
右
衛
門
様
御
列
座

二
而
被
仰
渡
侯
は
'
弥
明
廿
九
日

御
鍬
初

二
俣
得
は
'
御
規
式
等
も
首
尾
能
様

こ
と
被
思
召
侯
'
且
は
江
戸

へ
閲
へ
侯
而
も
御
規
式
不
宜
段
は
別
而
迷
惑
成
義
二
俣
間
'
弥
御
規
式
首

尾
能
様

こ
と
被
思
召
候
'
就
其
御
廟
之
図
御
宮
井
御
仏
殿
共

二
被
仰
付
候

七
月
廿
九
日

一
'
今
朝
於
奥
院
御
鍬
初
之
御
規
式
終
て
三
御
奉
行
様
御
帰
之
節
'
於
陽
明
門

之
内
丹
羽
若
狭
守
様
御
請
取
之
御
丁
場
之
義
'
江
口
三
郎
右
衛
門

二
被
仰

渡
'
次
二
陽
明
門
之
外
於
鐘
楼
鼓
楼
之
場
内
藤
左
京
亮
様
勧
請
取
之
御
丁
場

之
儀
近
藤
惣
兵
衛

二
被
仰
渡
'
次
二
陽
明
門
下
於
唐
銅
御
鳥
居
場
殿
様
御

請
取
之
御
丁
場
之
儀
津
軽
玄
蕃

二
被
仰
渡
侯
'
後
刻
御
被
官
を
以
御
丁
場

境
杭
を
立
'
御
割
渡
可
被
成
之
由
被
仰
渡
侯
'

四
十

一



一
'
於
松
平
備
前
守
様
御
宿
坊
三
御
奉
行
様
御
覚
書
以
二
通
被
仰
渡
侯
趣
'
左

二
記
之
'

覚

一
'
仁
王
門
前
岩
岐
よ
り
東
神
人
番
所
迄
之
事
'

一
'
御
本
坊
西
側
之
事
'

右
二
口
丹
羽
若
狭
守
丁
場

一
'
御
本
地
堂
西
よ
り
草
輪
塔
東
迄
之
事
'

一
'
石
之
御
鳥
居
両
脇
之
事
'

右
二
口
内
藤
左
京
亮
丁
場

一
'
仁
王
門
前
岩
岐
よ
り
御
本
地
堂
西
之
方
岩
岐
際
迄
之
事
'

右
は
津
軽
越
中
守
丁
場

一
'
御
仮
殿
西
側
之
事
'

一
'
新
宮
馬
場
新
道
之
事
'

右
二
口
真
田
伊
豆
守
丁
場

一
'
御
殿
東
側
南
之
裏
御
門
迄
'
同
光
樹
院
坂
西
折
廻
之
事
'

7
'
御
旅
所
之
事
'

右
二
口
戸
沢
能
登
守
丁
場

右
は
来
九
月
十
七
日
御
祭
礼
前

二
出
来
可
仕
事
'

亥
七
月
廿
九
日

覚

1
.
御
石
垣
方
九
月
御
祭
礼
前

二
出
来
侯
丁
場
'
別
紙
書
付
相
渡
侯
事
'

四
十

二

一
'
明
晦
日
よ
り
面
々
丁
場
へ
人
足
出
し
'
御
石
垣
に
取
付
'
段
々
勝
手

次
第

二
御
普
請
可
被
申
付
事
t

t
t
石
垣
之
分
は
早
々
元
の
こ
と
-
に
築
直
し
'
石
之
矢
来
等
不
足
2
分

先
日
も
如
申
渡
早
々
書
付
被
差
出
事
'

以
上
'

七
月
廿
九
日

一
'
仁
王
門
円
御
蔵
之
前
御
番
所
番
人
之
義
'
給
人
弐
人
宛
昼
夜
可
相
勤
由
三

御
奉
行
様
玄
書
へ
被
仰
渡
侯
'
但
御
番
所
は
従
前
々
有
来
候
衡
番
所

二
差

置
申
筈

二
御
座
候
'
勤
方
委
細
諸
式
留
帳

二
有
之
'

一
'
御
宝
塔
へ
御
奉
行
様
方
御
出
之
時
分
は
'
惣
奉
行
之
円
壱
人
宛
可
罷
越
旨

三
御
奉
行
様
玄
薯
へ
御
差
図
被
成
候
'

七
月
晦
日

一
'
従
三
御
奉
行
様
土
俵
員
数
之
義
以
御
書
付
被
仰
渡
候
趣
'
左
二
記
2
'

土
俵
数
之
覚

御
宮
万

て

壱

万
四
千
六
百
四
拾
俵
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六
千
八
百
三
拾
弐
俵

円
'
四
千
八
百
八
拾
俵

弐
千
九
百
弐
拾
八
俵

丹
羽
若
狭
守

内
藤
左
京
亮

津
軽
越
中
守

御
堂
万

一
'
壱

万
三
千
弐
百
八
拾
俵

七
千
七
百
四
拾
七
俵

真
田
伊
豆
守



内
'
五
千
五
百
三
拾
三
俵

戸
沢
能
登
守

二
口
合
弐
万
七
千
九
百
弐
拾
俵

七
月
晦
日

一
'
三
御
奉
行
様
被
仰
候
は
'
明
日
於
三
仏
堂
之
後
土
取
場
相
渡
可
申
侯
'
其

節
鈴
木
長
兵
衛
罷
出
候
而
差
図
可
申
侯
間
'
役
人
出
合
請
取
侯
様

こ
と
被

仰
渡
候
'

一
'
従
保
田
甚
兵
衛
様

･
山
下
五
郎
右
衛
門
様
以
御
廻
状
被
仰
渡
侯
趣
'
左

二

記
2
'

以
手
紙
申
入
候
'
然
者
鉄
鋼
請
負
候
冬
木
屋
市
兵
衛
万
よ
り
椎
名
伊
予

二
鉄
鋼
可
相
渡
候
之
条
'
其
元
鋳
物
奉
行
中

1
手
よ
り
壱
人
宛
被
差
出

之
貫
目
相
改
'
立
合
侯
而
椎
名
万

へ
請
取
候
様

二
被
申
付
尤

二
俣
'
為

其
如
斯
侯
'
以
上
'

七
月
晦
日

保
田
甚
兵
衛

山
下
五
郎
右
衛
門

江
口
三
郎
右
衛
門
殿
奉

木
村
縫
右
衛
門
殿
奉

近
藤
惣
兵
衛
殿
奉

井
関
内
蔵
助
願
事

津
軽
玄
蕃
殿
奉

1
.
従
鈴
木
長
兵
衛
殿
足
代
木
定
之
書
付
相
渡
り
侯

二
付
'
左

二
記
之
'

足
代
木
請
取
之
覚

七
寸
角

六
寸
五
分
迄
は
請
取
､

入
木
為
致
可
申
事
'

六
寸
角

五
寸
五
分
迄
は
請
取
､

入
木
為
致
可
申
事
'

五
寸
角

四
寸
五
分
迄
は
講
取
､

入
木
為
致
可
申
事
'

五
寸
丁

厚
四
寸
五
分
迄
幅
は
有
次
第

二
請
取
入
木
為
裁
可
申
事
､

右
書
付
之
分
よ
り
細
さ
分
弐
本
も
請
取
被
中
間
敷
侯
分
'
廻
し
之
義
は

念
を
入
さ
し
詰
致
'
勘
定
入
木
請
取
可
被
申
事
'
以
上
'

七
月
晦
日

一
'
三
仏
堂
よ
り
奥
院
御
下
段

へ
御
普
請
通
ひ
道
付
申

二
付
'
内
藤
左
京
亮
様

勧
請
取
之
場
所
と
当
細
事
御
請
取
之
場
所
之
間

二
竹
矢
来
可
致
之
由
'
鈴

木
長
兵
衛
殿
被
申
渡
候
事
'

*
〔
津
軽
藩
江
戸
日
記

〕
天
和
三
年
七
月
三
十
日
条

一
'
成
之
中
刻
前
日
光
よ
り
飛
脚
到
来
'
御
足
軽
大
湯
彦
右
衛
門
組
成
田
善
助

･
成
田
七
郎
右
衛
門
組
黒
滝
戸
右
衛
門
右
弐
人
'
昨
晩
酉
刻
過
日
光
罷
立
侯

由
'
松
平
備
前
守
様

･
保
田
甚
兵
衛
様

･
蒔
田
八
郎
左
衛
門
様
よ
り
御
書

井
鈴
木
長
兵
衛
殿
よ
り
御
状
到
来
'
則
刻
差
上
之
'

一
'
日
光
よ
り
御
飛
脚
参
候
付
'
則
刻
真
田
伊
豆
守
様

へ
御
切
紙
被
遺
2
'
御

使
御
歩
行
伊
豆
守
様
よ
り
も
此
方
よ
り
御
切
紙
被
遣
候
内

二
参
候
'
則
差

上
之
'
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